
あかいわ 
広報 

あかいわ 
広報 

102005 NO.7

平成17年10月1日 

まちを知りたいシリーズ 
『赤磐市◯◯赤磐市◯◯』ってどこ？ 

老人週間老人週間 
国体国体 
図書館図書館 
郷土の人物郷土の人物 
公民館へ行こう公民館へ行こう 
暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー 

4

2

6
10

11
12

16
情報情報BOX 18
まちのわだいまちのわだい 30

まちを知りたいシリーズ 
『赤磐市◯◯』ってどこ？ 

老人週間 
国体 
図書館 
郷土の人物 
公民館へ行こう 
暮らしのカレンダー 

主 な 内 容  

4

2

6
10

11
12

16
情報BOX 18
まちのわだい 30



2広報あかいわ（平成17年10月号） 

　
山
陽
地
域
の
砂
川
か
ら
東
は
、 

　™

公
共
施
設
が
集
中
す
る 

　
　
下
市
地
区
周
辺 

　™

自
然
と
の
共
生 

　
　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

　™

水
田
が
広
が
る 

　
　
県
農
業
試
験
場
付
近 

 

　
砂
川
か
ら
東
の
山
陽
地
域
は
、

市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
が
集
中
。

北
に
向
か
う
と
山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
、
そ
し
て
、
緑
豊
か
な
田
園
地

帯
が
広
が
り
ま
す
。 

　
下
市
地
区
に
は
市
役
所
を
中
心

に
、
産
業
会
館
、
図
書
館
、
公
民

館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
山
陽
郷
土

資
料
館
、
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
、

山
陽
体
育
館
、
山
陽
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
隣
接
の
上
市
地
区
に
は
、
赤
磐

消
防
署
が
あ
り
、
救
助
工
作
車
、

化
学
車
、
消
防
自
動
車
、
高
規
格

救
急
車
、
指
揮
車
な
ど
を
備
え
二

十
四
時
間
、
火
災
や
救
急
時
の
出

動
要
請
に
応
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
山
陽
地
域
の
ほ
ぼ
中
央

に
自
然
と
の
共
生
を
目
指
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
健
康
づ
く
り
の
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
建
設
さ
れ
た 

“
山

陽
ふ
れ
あ
い
公
園
”
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
公
園
は
、
小
高
い
丘
の
地

形
を
生
か
し
て
設
計
さ
れ
、
年
齢

を
問
わ
ず
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
自

然
に
親
し
め
る
よ
う
に
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
屋
内
プ
ー
ル
、
総
合
体

育
館
、
多
目
的
広
場
な
ど
様
々
な

施
設
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
北
方
の
赤
坂
地
域
に
か
か

る
平
野
に
は
、
水
田
が
広
が
り
昭

和
四
十
一
年
に
設
置
さ
れ
た
岡
山

県
立
農
業
試
験
場
が
あ
り
ま
す
。 

　
山
陽
地
域
か
ら
熊
山
地
域
に
か

か
る
桜
が
丘
東
・
桜
が
丘
西
地
区

は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。 

  

山
陽
地
域
の
砂
川
か
ら
東
、十
四
地
区 

第
二
回 

s
桜
が
丘
清
掃
セ
ン
タ
ー（
中
島
） 

▲上空から見た下市地区周辺 

山陽産業会館 

赤磐市役所本庁 

山陽保健センター 

青少年育成センター 

山陽郷土資料館 

山陽グラウンド 

中央図書館 

中央公民館 

山陽小学校 

高陽中学校 

赤磐消防署 

山陽体育館 
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下 市  
南 方  
斎 富  
沼 田  
中 島  
日 古 木  
二 井  
高 屋  
上 市  
正 崎  
五 日 市  
尾 谷  
津 崎  
神 田  

394 
77 
78 
342 
97 
103 
81 
238 
107 
138 
58 
88 
69 
102

403 
94 
91 
344 
101 
109 
81 
269 
115 
155 
63 
101 
92 
114

797 
171 
169 
686 
198 
212 
162 
507 
222 
293 
121 
189 
161 
216

277 
48 
50 
237 
64 
69 
52 
184 
76 
99 
42 
54 
51 
71

地区名 世帯数 
男 女 計 
人口（平成17年9月1日現在） 

▲おかやま国体でバレーボール成年女子６人制競技の会場となる 
　山陽ふれあい公園（正崎） 

▲山陽いろは保育園（下市） 

上 市  

斎 富 

中 島  

南 方  

沼 田  

神 田  

五
日
市 

こう　だ 

お　だに 

つ　ざき 

津 崎  

尾 谷  

しょうざき 

正 崎  

二
井 

高
屋 

日
古
木 

た
か
　
や 

かみ いち 

下 市  
しも　いち 

ぬ た 

みなみがた 

なか しま 

ひ

こ

ぎ

 

ふ

た
い 

さい　どみ 

い
つ
か

い
ち 

▲岡山県立農業試験場（神田） 

▲高陽幼稚園（高屋） 

▲鳥中やまびこ教室（尾谷） 

赤磐市 
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九
月
十
五
日
が
敬
老
の
日
と
さ
れ
て
い
た

の
は
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）ま
で
で
、

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）か
ら
は
、体
育

の
日
・
成
人
の
日
と
同
様
の
移
動
祝
日
に
な

り
、九
月
の
第
三
月
曜
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
九
月
十
五
日
は
、「
老
人
の
日
」
と

な
り
、十
五
日
〜
二
十
一
日
は
「
老
人
週
間
」

と
な
り
ま
し
た
。
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
（
祝
日
法
）で
は
「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に

つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、長
寿
を
祝
う
」

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。 

　
赤
磐
市
に
は
平
成
十
七
年
九
月
十
五
日
現

在
、百
歳
以
上
の
人
が
十
六
人
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
老
人
週
間
に
よ
せ
て
、お
訪
ね
し
、お

会
い
で
き
た
人
に
は
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
長
寿
の
皆
さ
ん
に
共
通
し
た
長
生
き
の
秘

け
つ
は
、食
事
を
美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
、

明
る
く
過
ご
す
こ
と
の
よ
う
で
す
。 

●
重
松
益
野
さ
ん（
惣
分
） 

明
治
三
十
三
年
生 

　
ひ
孫
と
の
ふ
れ
あ
い
が
楽
し
み
。
お
風
呂
大
好
き
。

お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
お
手
紙
を
書
き
ま
す
。 

9月
15日～21日

歳 

歳 

歳 

●
福
井
　
榮
さ
ん（
東
軽
部
） 

明
治
三
十
六
年
生 

　
「
生
き
て
い
る
こ
と
の
毎
日
が
み
ん
な

に
感
謝
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
健
康
で
長

い
こ
と
お
医
者
さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ
て

い
な
い
そ
う
で
す
。 

●
中
務
正
夫
さ
ん（
河
本
） 

明
治
三
十
七
年
生 

　
ス
ポ
ー
ツ
番
組
大
好
き
。
楽
し
み
は

テ
レ
ビ
で
野
球
や
相
撲
の
観
戦
。
目
標

は
元
気
で
一
〇
五
歳
を
む
か
え
る
こ
と

で
す
。 

百
歳
を
祝
い
訪
問 

●
敬
老
の
日
の
始
ま
り 

　
敬
老
の
日
は
、兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷
村（
現
在
の
八
千
代
町
）

の
門
脇
政
夫
村
長
が
提
唱
し
た
「
と
し
よ
り
の
日
」
が
始
ま
り
で

す
。「
老
人
を
大
切
に
し
、年
寄
り
の
知
恵
を
借
り
て
村
作
り
を

し
よ
う
」
と
、一
九
四
七
年
か
ら
、農
閑
期
に
あ
た
り
気
候
も
良

い
九
月
中
旬
の
十
五
日
を
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
定
め
、敬
老
会

を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
九
五
〇
年
か
ら
は
兵
庫
県
全
体
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、後
に
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
と
し
よ
り
」
と
い
う
呼
び
方
は
適
切
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、一

九
六
四
年
に「
老
人
の
日
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、一
九

六
六
年
に
国
民
の
祝
日
「
敬
老
の
日
」が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

ミ 
ニ 
知 
識 

老人 
　週間 
老人 
　週間 
赤
磐
市
最
高
齢
者 
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ひ
さ
の 

い
ち
の 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

●
加
納
よ
志
子
さ
ん（
周
匝
） 

明
治
三
十
七
年
生 

　
「
元
気
が
つ
く
よ
う
な
気
が
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
、う
な
ぎ
が
大
好
き
。
果

物
も
好
き
で
、特
に
桃
が
好
物
と
の
こ

と
で
す
。 

●
重
利
登
志
子
さ
ん（
西
軽
部
） 

明
治
三
十
七
年
生 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
週
三
回
通
い
皆
さ

ん
に
会
う
の
が
楽
し
み
。
食
欲
旺
盛
で
、

大
勢
の
家
族
に
囲
ま
れ
い
つ
も
笑
顔
で

過
ご
し
て
い
ま
す
。 

●
松
尾
壽
野
さ
ん（
西
中
） 

明
治
三
十
七
年
生 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
皆
さ
ん
と
会
う
の

が
楽
し
み
。
習
っ
た
手
遊
び
を
披
露
し

て
く
れ
ま
す
。
と
に
か
く
陽
気
で
お
話

し
大
好
き
で
す
。 

 

●
坂
口
佐
登
さ
ん（
是
里
） 

明
治
三
十
八
年
生 

　
規
則
正
し
い
生
活
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
家
族
の
食

べ
る
も
の
は
何
で
も
い
た
だ
き
ま
す
。
人

と
お
話
を
す
る
の
が
大
好
き
で
す
。 

 

●
松
田
一
野
さ
ん（
可
真
下
） 

明
治
三
十
八
年
生 

　
公
民
館
活
動
の
習
字
教
室
に
通
っ
て

い
て
、そ
の
腕
前
は
な
か
な
か
の
も
の
。

果
物
、特
に
イ
チ
ゴ
が
大
好
き
、自
分
で

買
い
物
に
も
行
き
ま
す
。 

【
一
〇
四
歳
】 

¡

岡
田
登
喜
代
さ
ん（
福
田
） 

　
明
治
三
十
四
年
生 

【
一
〇
一
歳
】 

¡

岡
村
つ
る
こ
さ
ん（
斗
有
） 

　
明
治
三
十
六
年
生 

¡

藤
本
秀
子
さ
ん（
大
苅
田
） 

　
明
治
三
十
六
年
生 

¡

清
親
　
紋
さ
ん（
周
匝
） 

　
明
治
三
十
六
年
生 

【
一
〇
〇
歳
】 

¡

小
野
利
子
さ
ん（
石
蓮
寺
） 

　
明
治
三
十
七
年
生 

 

百
歳
を

百
歳
を
祝
い
訪
問
訪
問 

百
歳
を
祝
い
訪
問 

草
下
サ
ハ
ヱ
さ
ん 

（
桜
が
丘
東
１
丁
目
） 

　
八
月
十
八
日（
木
）、桜
が
丘

東
に
家
族
三
人
で
住
む
草
下

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。 

　
草
下
さ
ん
に
は
県
と
市
か

ら
羽
根
布
団
な
ど
の
記
念
品

が
贈
ら
れ
、市
長
が
花
束
を
手

渡
す
と
、草
下
さ
ん
は
「
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
」
と
涙
を
浮

か
べ
て
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
家
族
に
よ
る
と
草
下
さ
ん
は
、

好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
、

若
い
こ
ろ
か
ら
琴
や
詩
吟
、短

歌
な
ど
多
趣
味
で
、本
人
も
「
押

し
絵
な
ど
の
手
仕
事
が
好
き
で
、

今
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
元
気
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

  

直
原
万
里
さ
ん（
黒
沢
）
　

　
九
月
八
日（
木
）、エ
ス
ペ
ラ
ン

ス
和
気
に
入
所
中
の
直
原
さ

ん
を
訪
ね
ま
し
た
。 

　
直
原
さ
ん
に
は
県
と
市
か

ら
羽
根
布
団
な
ど
の
記
念
品

が
贈
ら
れ
、市
長
が
花
束
を
手

渡
す
と
、「
こ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
」
と
う
れ
し

そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
直
原
さ
ん
は
、女
学
校
を
卒

業
後
、二
十
歳
で
結
婚
し
、吉

井
町
の
町
長
な
ど
を
務
め
た

夫
を
支
え
農
業
の
手
伝
い
を

し
て
き
ま
し
た
。
好
奇
心
も
旺

盛
で
大
勢
の
人
と
話
し
を
す

る
の
が
好
き
で
、毎
日
ロ
ビ
ー
に

出
て
体
操
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。 

 

荒
嶋
市
長
や
県
関
係
者 

も
ん 

わ 

ま
さ
と 
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い
よ
い
よ
開
幕
！ 

秋
季
大
会
■
10
月
22
日
〜
27
日 

１周目 
通過予定時刻 

成　　年 少　　年 
９：５２ ９：５７ 

規制時間 

約２０分 

通過予定時刻 

成　　年 少　　年 
１１：２０ １１：２８ 

規制時間 

約２５分 

２周目 

【問い合わせ先】 
　吉井支所国体推進室 
　10869-54-1146吉井会場 

 

【問い合わせ先】 
　赤坂支所管理課　10869-57-2226赤坂会場 

●会　場：赤磐市赤坂体育センター ●日　程：10月23日（日）10：20～ 

●日　程：10月23日（日） 

●コース：美作市（岡山国際サーキット）を発着点として、美咲町・赤磐市・佐伯町・和気町・ 
　　　　　備前市を周回する特設ロード・コース（成年男子147.2km／少年男子132.4km） 
 

●スタート：成年 9：00～　※ゴール予定 12：30 
　　　　　少年 9：25～　※ゴール予定 12：40

パワーリフティング（デモスポ行事）を開催します。 

自転車（ロード・レース）を開催します。 

◆駐車場について 
　駐車場は、会場周辺の公共施設（赤坂支所、赤坂公民館、赤坂健康管理センターなど）および佐用グロー
リー株式会社岡山工場跡地をご利用ください。 
◆環境美化について 
　県内各地から多くの選手が来場されます。参加選手が気持ち良く競技ができるよう、会場周辺の環境美化
にご協力をお願いします。 

　いよいよ、晴れの国おかやま国体秋季大会開幕まであとわずかとなりました。当日の大会運営は、岡山大
学ウェイトトレーニング部、赤坂中学校2年生の皆さんにもご協力いただきます。ぜひ、会場へ足を運んで
いただき、参加選手へ熱いご声援をお願いします。 
 

　10月23日（日）の午前中に、美作市福本から和気町福富までの国道374号線
が交通規制となりますので、皆さんのご協力をよろしくお願いします。 

　吉井押し花教室の皆さんが、
選手・監督へ贈るメッセージ
入りしおりを作成しました。 

☆自転車（ロード・レース）競技では、平均時速40km以上という自動車やオートバイと変わらないスピー
　ドで走り抜けます。スピード感あふれるすばらしい選手に、熱い声援をお願いします。 

 

9月30日現在 

秋季大会まで 
　　　　あと、 

■吉井支所前通過予定時刻および規制時間 

交
通
規
制
へ
の 

協
力
依
頼 
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ブロック 北海道 東　北 関　東 北信越 東　海 近　畿 中　国 四　国 九　州 開催県 

男　子 北海道 

開始式 
総　合 
表彰式 

岩手県 埼玉県 富山県 愛知県 京都府 島根県 香川県 鹿児島県 岡山県 

女　子 

日　程 １０/２３（日） １０/２４（月） １０/２５（火） １０/２６（水） １０/２７（木） 

男　子 

女　子 

北海道 岩手県 

１回戦 

１回戦 

栃木県 富山県 岐阜県 奈良県 広島県 香川県 

準々決勝 準々決勝 準決勝 
３決・決勝 
種別表彰式 

準々決勝 準決勝 
３決・決勝 
種別表彰式 

 

― 

大分県 岡山県 

駐車場について 力をあわせて 

地区・会場を花いっぱいに 

【問い合わせ先】 
　熊山支所国体推進室　108699-5-1207熊山会場 

●会　場：赤磐市熊山運動公園多目的広場 
●日　程：10月23日（日）～10月27日（木） 

ホッケー競技（成年男子・成年女子）を開催します！ 

　全国から参加される選手の皆さんを、
心のこもった民泊でお迎えします。 

　各民泊協力会では、選手の皆さんが競技に集中でき
るように、そしてたくさんの思い出を持ち帰っていた
だくために、受け入れの準備をしてきました。 
　いよいよ受け入れチームも決まり準備も大詰めです。
どんな選手が来られるのか今から楽しみです。 

　今年の春から、地元の皆さんが国体
のために種から花を育てています。 

　華やかできれいに咲いた花を、会場だけでなく各地
区を含めた全地域で飾り、全国から訪れる全ての人を
歓迎の気持ちを込めて花いっぱいでお迎えしましょう。 
　開催まであとわずかですので、期間中に咲きそろう
ように最後のお手入れをお願いします。 
 

　国体では、多くのボランティアのご
協力をいただいて、大会運営・競技運営

を行います。 
　大会運営では、休憩所での接待や、総合受付、会場
美化など多くの場面で活躍してくださいます。また、
放送・記録や競技進行など、競技運営にも携わってく
ださいます。 
　また、補助員として磐梨中学校2年生、また吹奏楽
部やホッケー部の皆さんが協力してくれます。 
　期間中は大変ですが、みんなで力をあわせて頑張り
ましょう。 

参加チーム・日程の紹介 

　大会期間中は、選手団・役員のほか、
多くの人の来場が予想されます。一般応

援の皆さんは、下記の駐車場をご利用ください。なお、
駐車場は数に限りがありますので、乗り合わせてご来
場ください。 
　★磐梨中学校テニスコート横 
　★磐梨中学校グラウンド 
 

民泊でお迎えします♪ 

みんなで 
　応援に行こう！ 
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　●開催期間　　10月23日（日）～26日（水） 
　●競技会場　　山陽ふれあい公園総合体育館 
　　　　　　赤磐市正崎1368 
 

★観戦のポイント 
　バレーボール成年女子６人制競技は、１セット２５点先取
の５セットマッチ（最終第５セットは１５点先取）で行い、先に
３セット先取したチームが勝者となります。 
　ボールをつなげて相手に返していくラリーの応酬や、ス
ピーディーな試合展開、レシーブ・トス・スパイクの連携に
よる攻撃とそれに対する守備のかけひきにも注目してく
ださい。 
　また、地元シーガルズは４連覇がかかっています。こち
らも楽しみに応援してください。 

秋季大会：１０月２２日～２７日 

【問い合わせ先】 
　本庁国体推進室　10869-55-1607

山陽会場はバレーボール成年女子 
　　　　　　　　　　６人制競技が開催されます。 

☆駐車場：２５０台（メイン駐車場） 
☆入場・観戦はすべて無料です。 

　山陽地域では全国からやってくる選手・監督を心のこもったお
もてなしで歓迎できるよう、様々な取り組みをしてきました。 
　市内を花で飾る花いっぱい運動や、きれいな環境で国体を迎
える美化運動など多くの皆さんが取り組んでいます。また、選手・
監督を受け入れる民泊受入地区では調理実習会を開催したり歓
迎看板を作成したりと、日に日に歓迎ムードが高まっています。 
　いよいよ待ちに待った国体の開幕です。選手が試合で力を充
分発揮できるよう、市民みんなでしっかりサポートしましょう。 
 

●１０月２３日（日） 
　１０:００～ 開始式 
　１２:３０～ １回戦（２試合） 

●１０月２４日（月） 
　９:００～ 準々決勝（４試合） 

●１０月２５日（火） 
　９:００～ 準決勝・順位決定戦（５試合） 

●１０月２６日（水） 
　９:３０～ 決勝戦（１試合）、表彰式 
 

観戦のスケジュール 

見 せ る ぞ ！ 赤 磐 市 民 の 力 ！ 

▲歓迎看板でお迎え 

▲中学生によるポット上げ作業 

27

27

37

桜が丘 至美作 

至岡山 

GS

郵便局 

案内板 

山陽小学校 
高陽中学校 

赤磐市役所 

山陽 
IC

山陽
自動
車道
 

砂
川 

赤磐医師会病院 

山陽団地 

山陽ふれあい公園 
総合体育館 

至瀬戸駅 
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第
二
十
二
回
全
日
本
少
年
軟
式 

野
球
大
会（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

◇
磐
梨
中
学
校
三
年
生 

　
安
東
　
広
喬（
奥
吉
原
） 

       

第
十
九
回
か
さ
さ
ぎ
杯 

国
際
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
競
技
会 

（
佐
賀
県
佐
賀
市
） 

◇
桜
が
丘
中
学
校
一
年
生 

　
吉
次
　
沙
綾（
桜
が
丘
西
６
丁
目
） 

　
谷
紗
　
都
美（
桜
が
丘
西
９
丁
目
） 

　
大
庭
　
麗
花（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

　
徳
永
由
宇
香（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

◇
桜
が
丘
中
学
校
二
年
生 

　
土
井
　
宏
子（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

         

平
成
十
七
年
全
国
高
等
学
校
総
合 

体
育
大
会〔
新
体
操
競
技
〕 

（
千
葉
県
千
葉
市
） 

◇
女
子
団
体
競
技 

　
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校 

　
葛
西
　
真
衣（
桜
が
丘
西
６
丁
目
） 

       

天
皇
賜
杯
第
六
十
回
全
日
本 

軟
式
野
球
大
会（
鳥
取
県
米
子
市
） 

◇
宮
田
　
篤
史（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

◇
古
川
　
和
典（
桜
が
丘
東
４
丁
目
） 

◇
内
田
　
大
介（
山
陽
４
丁
目
） 

 

第
二
十
八
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ 

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

夏
季
水
泳
競
技
大
会 

〔
競
泳
競
技
〕　  

（
東
京
都
江
東
区
） 

◇
五
十
　
バ
タ
フ
ラ
イ 

　
二
百
　
個
人
メ
ド
レ
ー 

　
石
相
小
学
校
五
年
生 

　
逢
坂
ひ
か
る（
山
口
） 

      

◇
五
十
　
平
泳
ぎ 

　
桜
が
丘
中
学
校
一
年
生 

　
近
藤
　
夏
奈（
桜
が
丘
西
８
丁
目
） 

        〔
水
球
競
技
〕　
　（
大
阪
府
門
真
市
） 

◇
赤
坂
中
学
校
一
年
生 

　
塚
本
　
達
也（
町
苅
田
） 

◇
岡
山
中
学
校
一
年
生 

　
木
下
　
陽
介（
桜
が
丘
西
10
丁
目
）

◇
軽
部
小
学
校
六
年
生 

　
横
田
　
晃
輝（
西
軽
部
） 

◇
軽
部
小
学
校
三
年
生 

　
横
田
　
未
来（
西
軽
部
） 

             

二
〇
〇
五
年
Ｍ
Ｆ
Ｊ
モ
ト
ク
ロ
ス 

全
国
大
会（
広
島
県
） 

◇
ジ
ュ
ニ
ア
65
ク
ラ
ス
　
六
位
入
賞 

　
桜
が
丘
小
学
校
四
年
生 

　
宗
本
　
駿
真（
桜
が
丘
東
１
丁
目
） 

        

平
成
十
七
年
度
第
十
三
回 

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
　（
広
島
県
） 

◇
岡
山
県
備
前
市
立
片
上
高
等
学
校 

　
江
本
　
直
也（
桜
が
丘
東
２
丁
目
） 

　
大
山
　
明
伸（
円
光
寺
） 

              

      

　
八
月
七
日（
日
）、山
陽
北
小
学
校

で
、山
陽
地
域
か
ら
八
十
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
小
学
生
男
子
の
部 

　
優
　
勝
　
長
谷
川
孟
俊 

　
準
優
勝
　
杉
山
　
達
哉 

　
第
三
位
　
国
塩
　
泰
希 

　
　
　
　
　
古
門
　
慎
也 

◇
小
学
生
女
子
の
部 

　
優
　
勝
　
中
村
保
奈
美 

　
準
優
勝
　
曽
根
沙
也
香 

　
第
三
位
　
斎
藤
　
芽
依 

◇
中
学
一
年
の
部 

　
優
　
勝
　
橋
本
　
歩
弥 

　
準
優
勝
　
山
下
　
　
萌 

　
第
三
位
　
宮
本
　
悠
司 

　
　
　
　
　
安
井
　
理
恭 

◇
中
学
二
・
三
年
男
子
の
部 

　
優
　
勝
　
田
中
　
健
太 

　
準
優
勝
　
黒
f
　
千
達 

　
第
三
位
　
松
本
　
一
希 

　
　
　
　
　
橋
本
　
英
樹 

◇
中
学
二
・
三
年
女
子
の
部 

　
優
　
勝
　
田
中
友
香
莉 

　
準
優
勝
　
住
川
　
祥
子 

　
第
三
位
　
松
尾
　
聡
子 

　
　
　
　
　
長
尾
　
美
月 

◇
一
般
の
部（
紅
白
戦
） 

　
優
　
勝
　
白
組 

全
国
大
会
出
場 

お
め
で
と
う
！ 

第
三
十
四
回 

　
山
陽
剣
道
大
会
結
果 
〈
敬
称
略
〉 

▲後列左から吉次さん、徳永さん、
　大庭さん、前列左から土井さん、
　谷さん 

▼江本
直也く

ん 

▼大山明伸くん 

塚
本
達
也
く
ん 

木
下
陽
介
く
ん 

横
田
晃
輝
く
ん 

横
田
未
来
さ
ん 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

～本を読んでる君が好き～ 

本と遊ぼう 

リサイクルブックフェア 

図書館スタンプラリー 

　その昔、ギリシャ神話の世界で、「ふくろう」は、学問、技芸、

知恵、戦争をつかさどる美ぼうの女神アテナの使者であり、ま

た代表的なポリスで文化の中心地アテナイの聖鳥でもありまし

た。森の奥深く、静かにめい想にふける「ふくろう」の姿をシン

ボルマークにしました。 

＜小学校低学年向き＞ 
　日　　時　10月29日（土）午後2時30分～3時30分 
＜小学校高学年向き＞ 
　日　　時　11月5日（土）午後2時30分～3時30分 
　場　　所　中央図書館 
　定　　員　30人  

　おもしろい本をたくさん紹介するブックトークです。大人の参加も大歓迎！ 
　どうぞお気軽にお越しください！ 
　※参加費無料。参加申し込みは中央図書館まで。電話でも構いません。 

　開催期間　10月23日（日）～11月30日（水） 
　場　　所　赤坂図書館・吉井図書館 

　期間中に本を借りた人にスタンプを押し、5個以上
たまった人にプレゼントを用意しています。ぜひチャ
レンジしてくださいね！ 

図書館パネル展「見て☆読んで☆知って図書館」 
　開催期間　10月27日（木）～11月19日（土） 
　場　　所　熊山図書館 

　●「ベストリーダー」紹介コーナー 
　●「子どもたちのおすすめの本」紹介コーナー 
　●「私の好きな絵本」紹介コーナーほか 

図書館フェスティバル 
　開催期間　11月19日（土）午後1時～4時 
　場　　所　くまやまふれあいセンター 

　●磐梨中学校吹奏楽部によるミニコンサート 
　●おはなしおばちゃんのおはなしのおへや 
　●着物シアター　●簡単工作　ほか 

　図書館で不用になった雑誌や書籍をどうぞ！ 

●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、暮らしのカレン
ダーをご覧ください） 

 
催しのお知らせ 

10月21日（金） 
　～10月23日（日） 

吉井図書館 

10月27日（木） 
　　～11月4日（金） 

熊山図書館 

10月29日（土） 
　　～11月6日（日） 

赤坂図書館 

11月4日（金） 
　　～11月6日（日） 

中央図書館 
（休館日を除く） （休館日を除く） 

（雑誌のみ） 
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3

岡野　直七郎 
＜歌人／西中＞ 

郷土の 

物 人 
お か の  なおしちろう 

s
岡
野
直
七
郎
歌
碑
除
幕
式（
生
家
に
て 

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
十
六
日
） 

７７歳誕生日 
昭和４７年２月１６日撮影 
岡野正枝氏蔵 

　
岡
野
直
七
郎
（
以
下
「
直
七
郎
」）

は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

二
月
十
六
日
、
赤
坂
郡
西
山
村

大
字
西
中
（
現
赤
磐
市
西
中
）
に
、

父
岡
野
福
次
郎
・
母
松
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。 

　
小
学
校
に
あ
が
る
前
に
、
百

人
一
首
を
全
部
暗
記
し
て
し
ま

う
少
年
だ
っ
た
直
七
郎
は
、
や

が
て
、
西
山
尋
常
小
学
校
に
入

学
し
、
赤
坂
高
等
小
学
校
を
経

て
関
西
中
学
校
に
進
み
ま
す
。 

　
さ
ら
に
第
六
高
等
学
校
か
ら

東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
、
大

正
十
年
（
一
九
二
一
）
卒
業
し

ま
し
た
。 

　
短
歌
は
、
関
西
中
学
校
の
こ

ろ
か
ら
始
め
、
終
生
の
師
と
な

る
前
田
夕
暮
が
主
宰
す
る
「
詩
歌
」

に
入
社
。
そ
の
後
、
尾
上
紫
舟

の
「
水
甕
社
」
の
編
集
に
携
わ

り
ま
す
。
大
正
十
五
年
（
一
九

二
六
）、
歌
誌
「
蒼
穹
」
を
創
刊

し
主
宰
し
ま
し
た
。 

　
東
京
都
民
銀
行
銀
座
支
店
長
、

都
民
銀
行
取
締
役
・
監
査
役
な

ど
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、『
谷

川
』、『
太
陽
の
愛
』、『
都
塵
に

立
つ
』『
朝
の
鐘
』、『
龍
臥
山
』

な
ど
多
く
の
歌
集
を
発
行
し
、

そ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
歌
論
集

を
出
版
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
昭
和
三
年
（
一
九

二
八
）
に
発
行
し
た
第
一
歌
集
『
谷

川
』
の
書
名
は
、
郷
里
、
西
山

村
の
渓
流
大
谷
川
か
ら
と
っ
た

も
の
で
、
「
私
の
半
生
を
通
し

て
こ
の
大
谷
川
は
私
に
よ
ほ
ど

の
影
響
を
与
え
て
ゐ
る
や
う
に

思
は
れ
る
」
と
巻
末
記
に
書
い

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、「
今
や
私
は
歌
な
し
に

は
生
き
て
ゆ
か
れ
な
く
な
っ
た
。

歌
が
手
足
の
先
先
ま
で
行
き
わ

た
っ
て
ゐ
る
事
を
感
じ
た
。（
中

略
）
ま
つ
し
ぐ
ら
に
そ
の
道
に

進
ん
で
見
よ
う
と
決
心
し
た
」

と
歌
へ
の
熱
い
想
い
を
記
し
て

い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
）
直
七
郎
は
、「
短
歌
は
文

学
で
あ
る
」「
あ
ら
ゆ
る
文
学
は

浪
漫
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」「
短

歌
は
、
叙
情
性
を
と
り
戻
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
」「
歌
調
は
も
っ
と
流

麗
な
音
楽
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

な
ど
提
唱
し
、
日
本
に
お
け
る

現
代
短
歌
の
新
浪
漫
主
義
の
旗

手
と
し
て
文
壇
に
確
固
た
る
地

位
を
築
い
た
の
で
し
た
。 

　
昭
和
四
十
一
年
と
同
四
十
二

年
に
は
、
宮
中
御
歌
会
始
選
者

を
拝
命
し
ま
し
た
。 

　
直
七
郎
の
歌
の
弟
子
が
全
国

各
地
に
い
る
こ
と
か
ら
、
歌
碑

が
県
内
で
は
生
家
前
を
は
じ
め
、

関
西
高
校
、
朝
日
高
校
、
鏡
野

町
奥
津
に
、
県
外
で
は
、
静
岡

県
伊
豆
高
原
、
秋
田
県
田
沢
湖
、

広
島
県
熊
野
町
の
計
七
カ
所
に

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 春
く
れ
ば
林
の
な
か
の
一
つ
家
の
 

屋
根
に
も
草
は
萌
え
い
づ
る
ら
む
 

　
静
岡
県
伊
東
市
伊
豆
高
原
 

　
昭
和
三
十
八
年
五
月
建
立
 

 音
た
て
て
流
る
る
水
の
す
が
し
さ
は
 

そ
の
み
な
も
と
へつ
ひ
に
か
へ
ら
ず
 

　
岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野
町
奥
津
 

　
昭
和
五
十
六
年
六
月
建
立
 

 落
ち
か
か
る
と
ほ
き
夕
日
に
ま
む
か
ひ
て
 

す
す
き
の
な
か
の
牛
は
う
ご
か
ず
 

 
岡
山
県
赤
磐
市
西
中
 

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
建
立
 

 世
に
生
き
て
う
は
べ
は
い
た
く
変
れ
ど
も
 

う
ち
な
る
も
の
は
を
さ
な
か
り
け
り
 

　
秋
田
県
仙
北
郡
田
沢
湖
町
 

　
平
成
三
年
四
月
建
立
 

 あ
た
た
か
き
春
の
光
に
筆
も
た
ば
 

如
何
か
よ
け
む
老
い
の
な
ぐ
さ
に
 

　
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
 

　
平
成
八
年
三
月
建
立
 

 

　
ま
た
、
親
交
の
あ
っ
た
文
学

者
も
多
く
斉
藤
茂
吉
、
川
田
順
、

窪
田
空
穂
、
北
原
白
秋
、
岡
本

か
の
子
、
永
井
路
子
な
ど
が
い

ま
す
。 

　
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、

直
七
郎
は
故
郷
の
山
陽
町
西
中

に
帰
り
、
昭
和
六
十
一
年
（
一

九
八
六
）
九
十
歳
で
永
眠
し
ま

し
た
。 

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
『
岡
野
直
七
郎
全
歌
集
』

『
望
郷
の
歌
人
岡
野
直
七
郎
』 

 

お
の
え
さ
い
し
ゅ
う 

し
い
か 

そ
う
き
ゅ
う 

ま
え
だ
ゆ
う
ぐ
れ

 



12広報あかいわ（平成17年10月号） 

★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　身近な食材を薫製にして、おいしく食べてみませんか。 

野外料理を楽しもう（第２回） 

11月13日（日）　午前9時～午後1時 
土岐　一嘉 
小学生～一般（小学生の場合は保護者
同伴） 
20人 
800円 
10月6日（木）～11月1日（火） 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777

高月公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆集 合 場 所 
◇コ　ー　ス 
 
 
 
◆講　　　師 
 
◇対 　 　 象  
 
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　秋の一日、赤磐市の史跡を皆さんで歩いてみませんか。 

赤磐史跡めぐり 

11月27日（日）　午前9時～午後1時 
高月公民館 
旧吉井町方面へバスで移動、旧吉井町
の史跡を散策 
池田家墓所→茶臼山城→石上布都魂
神社 
赤磐市山陽郷土資料館 
学芸員　高畑　富子 
小学生～一般（小学生の場合は保護者
同伴） 
20人 
200円 
10月6日（木）～11月18日（金） 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777

高月公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
 
 
◆受 講 条 件 
 
 
 
 
 
◇定 　 　 員  
◆参　加　費 
◇テキスト代 
◆申 　 　 込 
 
 
 
◇会場・問い合わせ先 

　最近よく聞くデジカメ編集って・・・、使ってみたけどよく分
からないし・・・、パソコンやメールへ写真を使うにはどうし
たら・・・という人にぜひ体験してほしい講座です。 

らくらくデジカメ編集体験講座 

11月14日（月）、15日（火）、17日（木）、
18日（金） 
D1　午前10時～正午 
D2　午後2時～4時 
D3　午後6時～8時 
¡マウス操作ができること。 
¡Windowsの基本操作ができること。 
¡文字入力などのキーボード操作がで
　きること。 
¡撮影したデジタルカメラのデータを
　持ってこられる人。 
各コース10人 
１コース　3，000円 
実費 
10月6日（木）から中央公民館窓口に参
加費を添えてお申し込みください。 
※電話での申し込みはできませんので、
　ご了承ください。 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069 

中央公民館主催講座 

 

▲石上布都魂神社 

▲講師の説明を真剣に聞き入る参加者 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
 
◆講　　　師 
 
◇参　加　費 
◆制 作 作 品 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　華麗な趣のある和紙を台紙に張って、草木や花、風景な
どを表現する「和紙ちぎり絵」。紙の持ち味を生かし、絵画
にも優るユニークな世界をあなたもこの機会にちぎり絵の
魅力に触れてみませんか。 

和紙ちぎり絵教室 

10月29日（土） 
午後1時～3時30分 
和紙ちぎり絵「しゅんこう」 
谷川　早苗 
1,800円 
ちぎり絵で来年のえとの犬を制作します。
10月6日（木）～10月19日（水） 
赤磐市立吉井公民館 
10869-54-1379 
 

吉井公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆出　　　演 
◇内　　　容 
◆対　　　象 
◇参　加　費 
◆申　　　込 
◇会場・問い合わせ先 

　お友だちも誘ってみんなで来てね。 

子どものひろば 

10月29日（土） 
午前10時～11時30分 
読み聞かせの会「ぐりとぐら」 
パネルシアター、紙芝居、絵本、工作など 
幼児～小学校低学年 
無料 
不要です 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777

高月公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇定 　 　 員  
◆申 込 期 間  
◇問い合わせ先 

　自然大好き人間集まれ。赤磐市に生息する身近な動物（鳥）
について観察します。山道を歩きながら出会った鳥を観察
してみよう。 

ドキドキ講座(自然観察会） 

11月26日（土）　午前9時～正午（雨天
の場合は中止です） 
赤磐市佐古～沢原（赤尾山） 
30人 
10月6日（木）～11月21日（月） 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360 
 

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

１１月２７日（日）　午前10時～午後1時 
数原　健功（そば道場　田舎屋） 
小学5年生～一般 
24人 
700円（材料代含む） 
10月6日（木）～11月5日（土） 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777

　草間台（新見市）の本格的指導者による“三たて”のおい
しさ（ひきたての粉・打ちたての麺・ゆでたてのそば）を味わ
ってみませんか。 

そば打ち教室 

西山公民館主催講座 

自然だいすき 

▲読み聞かせを楽しむ子どもたち 

▲自分で打つそばの味は格別!?
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シリーズ6

介
護
 ６ 

　
十
月
十
日
は
何
の
日
か
ご
存
知
で

す
か
。
十
月
十
日
が
記
念
の
日
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
つ

に
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

「
一
〇
一
〇
」
を
横
に
倒
し
て
み
る

と
、
ち
ょ
う
ど
人
の
顔
の
眉
と
目
の

形
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
が
選

ば
れ
ま
し
た
。 

　
近
頃
、
ワ
ー
プ
ロ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
は
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
た
め
の

表
示
装
置
）
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
と
い

わ
れ
る
新
し
い
病
気
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
と
は
、
Ｖ
Ｄ

Ｔ
を
使
っ
た
長
時
間
の
作
業
に
よ
り
、

目
や
体
や
心
に
影
響
の
で
る
病
気
で

す
。
目
が
疲
れ
る
・
視
力
が
落
ち
る
・

目
が
か
す
む
な
ど
一
日
の
作
業
時
間

が
長
く
な
る
ほ
ど
訴
え
が
多
く
な
り

ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
、
近
視
・
角

結
膜
炎
・
ド
ラ
イ
ア
イ
な
ど
の
目
の

異
常
と
と
も
に
、
め
ま
い
・
吐
き
気

ま
で
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
目
を
い
た
わ
る
た
め
に
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ

作
業
を
す
る
時
は
、
次
の
五
つ
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

q

適
切
な
姿
勢
で
作
業
す
る
。 

w
一
時
間
ご
と
に
十
〜
十
五
分
は
休

　
憩
を
と
る
。 

e
適
度
に
体
を
動
か
し
て
、
体
の
緊  

　
張
を
ほ
ぐ
す
。 

r

め
が
ね
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
、

　
度
の
合
っ
た
も
の
を
使
う
。 

t

異
常
を
感
じ
た
ら
、
早
目
に
眼
科 

　
専
門
の
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。 

　
私
た
ち
は
、
普
段
当
た
り
前
の
よ

う
に
モ
ノ
を
見
て
い
ま
す
が
、
目
は

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
目
の
健
康
に
つ
い
て
、

あ
な
た
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

乳
幼
児
の
長
時
間
の 

テ
レ
ビ
視
聴
は
、
要
注
意
！ 

　
昨
年
、
日
本
小
児
科
医
会
と
日
本

小
児
科
学
会
と
い
う
二
つ
の
小
児
科

関
係
学
会
か
ら
、「
乳
幼
児
の
テ
レ

ビ
・
ビ
デ
オ
長
時
間
視
聴
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
発
達
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
う
る
」
と
い
う
こ
と
を
認
め

る
提
言
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

二
歳
ま
で
の
乳
幼
児
に
長
時
間
テ
レ

ビ
を
見
続
け
さ
せ
る
と
、
言
葉
の
発

達
の
遅
れ
が
起
こ
る
危
険
が
高
ま
る

と
い
う
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
メ
デ
ィ
ア
が
乳
幼
児
に
与
え
る

影
響
」
に
関
す
る
調
査
は
ス
タ
ー
ト

し
た
ば
か
り
で
す
が
、
絵
本
を
よ
く

読
む
子
、
外
遊
び
時
間
の
長
い
子
に

意
味
の
わ
か
る
言
葉
の
数
が
多
い
こ

と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

ビ
デ
オ
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
刺
激

的
で
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

情
報
は
一
方
通
行
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
は
、
発
信
す
る
力
、
そ
れ
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
力
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ

か
ら
少
し
離
れ
て
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
外
遊
び
な
ど
で
親
子
の
触
れ

合
い
を
大
切
に
す
る
生
活
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

 

 　
最
近
新
聞
紙
上
や
、
マ
ス
コ

ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。 

　「
高
齢
者
虐
待
」
と
は
一
般

的
に
は
、「
高
齢
者
に
対
し
て
、

家
族
を
含
む
本
人
以
外
の
人
か

ら
行
わ
れ
る
人
権
侵
害
に
当
た

る
行
為
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
五
タ
イ
プ
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

●
身
体
的
虐
待
 

　「
殴
る
」「
蹴
る
」
な
ど
の
暴

行
を
受
け
、
身
体
に
外
傷
、
内

出
血
（
ア
ザ
）、
う
ち
み
、
ね

ん
ざ
、
骨
折
、
や
け
ど
な
ど
の

傷
あ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
、

意
思
に
反
し
て
身
体
を
拘
束
さ

れ
た
場
合
 

●
性
的
虐
待
 

　
性
的
暴
力
ま
た
は
性
的
い
た

ず
ら
を
受
け
た
と
見
受
け
ら
れ

る
場
合
 

●
心
理
的
虐
待
 

　
言
葉
に
よ
る
暴
力
（
侮
辱
、

脅
迫
な
ど
）
や
家
族
内
で
の
無

視
な
ど
に
よ
っ
て
心
理
的
に
不

安
定
な
状
態
ま
た
は
孤
立
に
陥

り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
ほ
ど
の
お
び
え
な
ど
の
精
神

状
態
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
 

●
経
済
的
虐
待
 

　
高
齢
者
へ
年
金
な
ど
の
現
金

を
渡
さ
な
い
、
ま
た
は
取
り
上

げ
て
使
用
す
る
、
高
齢
者
所
有

の
不
動
産
を
無
断
で
処
分
す
る

な
ど
、
過
度
の
経
済
的
不
安
感

を
与
え
ら
れ
た
と
見
受
け
ら
れ

る
場
合
 

●
世
話
の
放
棄
 

　
日
常
の
介
護
放
棄
、
健
康
状

態
を
損
な
う
よ
う
な
放
置
（
適

切
な
食
事
が
準
備
さ
れ
な
い
）

な
ど
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
健

康
維
持
、
日
常
生
活
へ
の
援
助

が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
見
受
け

ら
れ
る
場
合
。 

　
高
齢
者
を
虐
待
し
た
く
て
し

て
い
る
人
は
い
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
虐
待
を
受
け
て

い
る
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
虐

待
を
し
て
い
る
人
の
気
持
ち
へ

の
理
解
を
深
め
る
事
も
大
切
で

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
虐
待
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
お
近
く

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
左
記
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

　
次
回
は
介
護
を
し
て
い
る
人

の
体
験
手
記
談
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。 

 赤
磐
市
基
幹
型
 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
 

1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
６
 

（
参
考
資
料
　
岡
山
県
作
成
「
高

齢
者
虐
待
」
体
験
手
記
集
よ
り
） 

 

『
高
齢
者
虐
待
と
は
』
 

オータムジャンボ宝くじ 
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交
通
安
全
法
令
講
習
会
を
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
、
赤
磐
警
察
署
交
通
課
の
講

話
な
ど
を
通
し
て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
職
場
・
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

最
寄
り
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
生
活
環
境
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1
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５
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赤
坂
支
所
市
民
生
活
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1
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¡
熊
山
支
所
市
民
生
活
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1
０
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¡
吉
井
支
所
市
民
生
活
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1
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交
通
安
全
法
令
講
習
会
に 

参
加
し
ま
し
ょ
う 

平
成
十
七
年
赤
磐
市
内 

交
通
事
故
発
生
状
況（
八
月
） 

※なお、体育館には、座布団やスリッパなどをご持参ください。 

19時～ 

19時～ 

19時～ 

19時～ 

19時～ 

19時～ 

19時～ 

19時～ 

水 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

1 1月2日 

1 1月7日 

1 1月8日 

1 1月9日 

11月10日 

11月11日 

11月12日 

11月14日 

山 陽 小 学 校 体 育 館  

くまやまふれあいセンター 

仁 美 小 学 校 体 育 館  

吉 井 会 館  

山 陽 西 小 学 校 体 育 館  

赤 坂 健 康 管 理センター  

笹 岡 公 民 館  

桜 が 丘 中 学 校 体 育 館  

月　 日 会　　　　場 時　間 曜 日 

区分 

年 

17年8月中 

16年8月中 

増 減  

17年8月末 

16年8月末 

増 減  

101 

96 

5 

836 

754 

82

22 

35 

－13 

251 

239 

12

0 

0 

0 

2 

1 

1

8 

4 

4 

27 

18 

9

31 

42 

－11 

332 

318 

14

79 

61 

18 

585 

515 

70

総件数 人身 件数 
死亡 
者数 

重傷 
者数 

物損 
件数 

軽傷 
者数 

オータムジャンボ宝くじ オータムジャンボ宝くじ 
発売期間：9/26（月）～10/11（火） 

▲昨年の法令講習会の様子 



1

4 5 6 7 8

11 12 13 14 15

18 19 20

26 27

21 22

28 2925

11/4 11/511/211/1 11/3

●文学講演会「日記が語る赤毛
　のアンの真実」　１４：００～ 
　（中央図書館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 

●ドキドキ講座　9：00～12：00 
　（熊山公民館） 
●民話を聞く会　10：00～11：30 
　（高月公民館） 
●おひさまおはなし会 
　１１：００～（熊山図書館） 
●キッズ工作クラブ 
　 10：00～11：30（赤坂公民館） 
●としょかんわくわくタイム おはなし会
　14：3０～（中央図書館） 
●公開講座「火星」 
　１９：００～２２：００（竜天天文台） 
 

●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 
●えほん読み聞かせ会 
　１４：００～（赤坂図書館） 
 

●育児相談 
　対象：H16年12月・H17年3月生
　１０：００～１１：００ 
　（山陽保健センター） 

●子どものひろば 
　10：00～11：30（高月公民館） 
●和紙ちぎり絵教室 
　13：30～15：30（吉井公民館） 
●リサイクルBOOKフェア 
　（～１１/６）　（赤坂図書館） 
●本と遊ぼう（小学校低学年向き）
　14：3０～（中央図書館） 
●陶芸入門～灰釉の焼物と織部焼 
　14：00～16：00（山陽公民館） 

●本と遊ぼう（小学校高学年向き）
　14：3０～（中央図書館） 

●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター）
●無料法律相談　13：00～16：00 
　（山陽産業会館２階ふるさと交流
　室） 
●おはなしのおへや　15：3０～ 
　（熊山図書館） 

●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 

●乳児健診　13：00～１3：30 
　（山陽保健センター） 

●献血　10：00～１2：00 
　（熊山公民館） 

●たんぽぽの会　１0：００～11：00 
　（赤坂公民館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
●１歳６か月児健診 
　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●たんぽぽの会　１0：００～11：00 
　（赤坂公民館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
●少年少女天文教室 
　１８：００～２１：００（竜天天文台） 

●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 

●２歳６か月児歯科健診 
　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●よろず相談　１０：００～１５：００ 
　（吉井会館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
 

●３歳児健診　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 
●ガーデニング教室 
　13：30～15：30（中央公民館） 

●お笑い赤坂亭定例寄席 
　19：00～20：00（お笑い赤坂亭） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 
 

●リサイクルBOOKフェア 
　（～１０/２３）　（吉井図書館） 
●よろず相談　1３：00～1５：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●おはなしのおへや 
　１５：３０～（熊山図書館） 

●リサイクルBOOKフェア 
　（～１１/６）　（中央図書館） 
●無料法律相談　13：00～16：00 
　（山陽産業会館２階ふるさと交流
　室） 
●よろず相談　10：00～12：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
 

火 水 木 金 土 

●交通安全日 

●健康づくり運動教室 
　１０：００～１１：３０ 
　（吉井会館２階大ホール） 
●人権・行政相談 
　13：00～16：00 
　（本庁２階第１会議室） 
　10：00～15：00 
　（赤坂健康管理センター） 
●離乳食講習会　10：00～11：30 
　（熊山保健福祉総合センター） 
 

●リサイクルBOOKフェア 
　（～１１/４）　（熊山図書館） 
●図書館パネル展 
　（～１１/１９）　（熊山図書館） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） ◆図書館休館日（全館） 

◆図書館休館日（全館） 

 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

10月 

平成17年 

［医］＝休日当番医　◆＝図書館・桜が丘いきいき交流センター休館日 
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●交通安全日 

●コスモス・案山子まつり 
　９：３０～１５：３０ 
　（周匝・吉井川堤防） 

●母親学級　１０：００～１１：３０ 
　（熊山保健福祉総合センター） 

2 3

9 10

16 17

23

30

24

31

日 月 

●赤磐市ふるさとまつり in 吉井 
　９：００～１５：００ 
　（赤磐市吉井支所前広場） 
●野外料理を楽しもう（第１回）
　9：00～13：00（高月公民館） 

●晴れの国おかやま国体秋季大会
　（～２７日） 
●図書館スタンプラリー 
　（～１１/３０） 
　（赤坂・吉井図書館） 

●図書館おばちゃんの楽しい 
　クッキング　１０：００～ 
　（熊山図書館） 
●ケーキ作り教室 
　10：00～13：00（西山公民館） 

［医］那須眼科　1０８６９-５５-８９８０ 
［医］桜井内科 1０８６９-５７-３０１２ 

［医］ひらた整形外科 
　　1０８６９-５６-０７００ 
［医］佐伯北診療所 
　　1０８６９-５４-２０３２ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］マスカット整形外科 
　　1０８６-２２９-２６１１ 
［医］森医院 1０８６９-５７-２４００ 

［医］三島内科医院 
　　1０８６９-５５-５３１１ 
［医］景山医院 1０８６９９-５-２２９９ 

［医］山本クリニック 
　　1０８６９-５５-８８６８ 
［医］道満医院 1０８６９-５７-２１１１ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（全館） 
［医］ふよう内科クリニック 
　　1０８６９-５５-７１１０ 
［医］戸川医院 1０８６９-５７-２６１１ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday Monday
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★10月の税・保険料を期限内に納めましょう 
　●市県民税 3期 
　●国民健康保険税 5期 
　●介護保険料 4期（赤坂地域） 
　●介護保険料 5期（熊山・吉井地域） 

　10月31日まで 

体育の日 
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山陽ふれあい公園 

休館日 休館日 

休館日 

施設整備のため開放中止 

第６０回晴れの国岡山国体 

開催のため開放中止 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 休館日 

休館日 休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム 屋内プール トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

10
月 

日 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
●トレーニングルーム…３００円 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上です。 

※プール利用は１０月末までです。 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…２００円 
　　　　中学生以下…１００円 
 
 
●トレーニングルーム…１００円 

M O N T H L Y  S C H E D U L E



             

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
年
に
よ

っ
て
流
行
の
型
を
変
え
て
私
た
ち

の
健
康
を
お
び
や
か
し
ま
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
、

突
然
の
高
熱
・
頭
痛
・
関
節
痛
・

筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
肺

炎
や
気
管
支
炎
な
ど
の
合
併
症
を

起
こ
し
、
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
や

持
病
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
短
期
間
で
多
く
の

人
に
感
染
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
に
は
日
ご
ろ
か
ら
の

健
康
管
理
と
と
も
に
流
行
前
の
予

防
接
種
が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

本
人
が
接
種
を
希
望
す
る
場
合
の

み
、
費
用
の
一
部
を
自
己
負
担
し

て
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
接
種
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
下
表
の
委
託
医
療
機
関
で
接
種

で
き
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
人
は
直
接
委
託
医
療
機
関
ま

た
は
本
庁
保
健
福
祉
課
、
各
支
所

健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

予
防
接
種
対
象
者 

　
予
防
接
種
日
に 

q
赤
磐
市
内
に
住
所
を
有
し
、
満

　
六
十
五
歳
以
上
の
人 

w
赤
磐
市
内
に
住
所
を
有
し
、
満

　
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

　
人
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
も
し
く

　
は
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

　
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

　
免
疫
の
機
能
障
害
が
あ
る
人 

持
参
品
　
住
所
お
よ
び
年
齢
の
確

　
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、

　
老
人
医
療
受
給
者
証
、
運
転
免

　
許
証
な
ど
の
い
ず
れ
か
一
つ
） 

※
予
防
接
種
対
象
者
w
の
人
に
つ

　
い
て
は
、
疾
病
に
関
す
る
医
師

　
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者

　
手
帳
の
写
し
な
ど
接
種
対
象
者

　
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

　
が
必
要
で
す
。 

予
防
接
種
期
間 

　
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
平

　
成
十
八
年
一
月
三
十
一
日
ま
で 

※
予
防
の
た
め
に
は
十
二
月
末
日

　
ま
で
に
接
種
す
る
の
が
望
ま
し

　
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
部
自
己
負
担
額 

　
千
八
百
円
（
医
療
機
関
窓
口
で

　
お
支
払
い
く
だ
さ
い
） 

※
対
象
者
の
う
ち
生
活
保
護
受
給

　
者
に
つ
い
て
は
無
料
で
接
種
で

　
き
ま
す
が
、
事
前
に
本
庁
保
健

　
福
祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

　
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。 

接
種
回
数
　
一
回 

委
託
医
療
機
関 

　
赤
磐
市
内
の
委
託
医
療
機
関
（
左

表
参
照
）
の
み
で
す
。
た
だ
し
、

次
の
対
象
者
に
限
り
赤
磐
市
内
以

外
の
県
内
医
療
機
関
（
県
内
乗
り

入
れ
委
託
医
療
機
関
）
で
も
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

q
赤
磐
市
内
以
外
の
県
内
医
療
機

　
関
に
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
人 

w
予
防
接
種
要
注
意
者
（
・
心
臓

　
血
管
系
疾
患
な
ど
の
基
礎
疾
患

　
を
有
す
る
人
・
全
身
性
発
疹
な

　
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
伴
う
症
状

　
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
・
重

　
症
心
疾
患
の
あ
る
人
・
先
天
性

　
免
疫
不
全
の
あ
る
人
・
過
去
に

　
け
い
れ
ん
な
ど
の
既
往
の
あ
る

　
人
な
ど
）
で
、
主
治
医
が
、
赤

　
磐
市
内
以
外
の
県
内
乗
り
入
れ

　
委
託
医
療
機
関
に
あ
る
人 

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。 

そ
の
他
注
意
事
項 

　
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
は
、

必
ず
委
託
医
療
機
関
備
え
付
け
の

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
予
防
接
種
」

を
読
み
、
予
防
接
種
の
効
果
、
副

反
応
な
ど
に
つ
い
て
正
し
く
ご
理

解
い
た
だ
い
た
う
え
で
予
診
表
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　   

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

                    

●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111
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健
康
福
祉 

高
齢
者
の 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防 

〜
流
行
前
の
予
防
接
種
が
有
効
〜 

あかいわファミリークリニック 

桜 が 丘 ク リ ニ ッ ク  

うえの内科小児科医院 

小 坂 内 科 医 院  

山 陽 ク リ ニ ッ ク  

マスカット整形外科医院 

戸 田 小 児 科 医 院  

三 島 内 科 医 院  

山 本 ク リ ニ ッ ク  

吉 井 医 院        

お お く ま皮ふ科医院  

幸 ヶ 峯 ク リ ニ ッ ク  

梶 原 内 科 医 院  

あまの耳鼻咽喉科医院 

ふよう内科クリニック 

桜 井 内 科 

越 宗 医 院        

戸 川 ク リ ニ ッ ク  

道 満 医 院        

森 医 院       

戸 川 医 院 

景 山 医 院       

井 上 内 科        

市立国民健康保険佐伯北診療所 

吉 田 医 院        

米 井 医 院        

市立国民健康保険是里診療所 

赤 磐 医 師 会 病 院  

市 立 熊 山 病 院  

河本１１４３－１ 

桜が丘西６丁目３－１３ 

桜が丘西４丁目１－１１ 

山陽４丁目１３－２ 

上市１４１－１ 

穂崎８５１－１ 

山陽７丁目４－２ 

西中７８３－１ 

五日市２４５－４ 

山陽１丁目４－６ 

岩田３－１ 

長尾１５ 

桜が丘西７丁目１５－３１ 

日古木７９５－１ 

西中１１８８－１ 

山口１６０－３ 

西窪田５２３－１ 

西軽部２１１－１ 

町苅田９２０ 

惣分２８ 

小原２８６ 

河田原１－４ 

周匝７２８－１ 

塩木１４ 

周匝１０２６－５ 

周匝１４５２－１ 

是里３１２１－１ 

下市１８７－１ 

松木６３８－１ 

― 

― 

― 

― 

― 

○ 

○ 

○ 

○ 

― 

○ 

― 

○ 

― 

△ 

○ 

― 

― 

△ 

― 

○ 

― 

○ 

○ 

○ 

― 

― 

○ 

― 

０８６９－５５－９２５１ 

０８６９－５５－８０２５ 

０８６９－５６－０５０５ 

０８６９－５５－３３４４ 

０８６９－５５－７１１１ 

０８６－２２９－２６１１ 

０８６９－５５－３１２１ 

０８６９－５５－５３１１ 

０８６９－５５－８８６８ 

０８６９－５５－５５１５ 

０８６９－５５－８８１２ 

０８６９－５５－０８１５ 

０８６９－５５－３７５０ 

０８６９－５５－８１９１ 

０８６９－５５－７１１０ 

０８６９－５７－３０１２ 

０８６９－５７－３０３５ 

０８６９－５７－３０５７ 

０８６９－５７－２１１１ 

０８６９－５７－２４００ 

０８６９－５７－２６１１ 

０８６９９－５－２２９９ 

０８６９－５４－１９０２ 

０８６９－５４－２０３２ 

０８６９－５４－０２０２ 

０８６９－５４－０５５０ 

０８６９－５４－０１８３ 

０８６９－５５－６６８８ 

０８６９９－５－１２５１ 

医　療　機　関　名 住　　　所 電　話　番　号 予約 

「○」＝予約必要、「△」＝予約が望ましい、「―」＝予約不要 
※接種できる曜日、時間に制約がある医療機関もありますので、事前に電話など
　で医療機関にお問い合わせください。 



   

　
乳
幼
児
の
予
防
接
種
は
「
ま
だ

期
間
が
あ
る
か
ら
…
」
と
先
送
り

に
し
て
い
る
と
、
う
っ
か
り
接
種

時
期
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
寒
く
な
る
と
小
さ
な
子

ど
も
は
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
、

思
う
よ
う
に
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
早
め
に
済
ま

せ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
接

種
を
受
け
る
年
齢
、
医
療
機
関
な

ど
に
つ
い
て
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
、

母
子
手
帳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◇
麻
し
ん
（
は
し
か
） 

　
麻
し
ん
は
、
ウ
ィ
ル
ス
の
空
気

感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

感
染
す
る
と
発
疹
が
出
る
だ
け
で

は
な
く
、
免
疫
機
能
が
低
下
す
る

た
め
脳
炎
そ
の
ほ
か
の
合
併
症
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
高
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
歳
に

な
っ
た
ら
き
ち
ん
と
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。 

◇
風
し
ん 

　
風
し
ん
は
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の

飛
沫
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
か
か
る
と
重
症
に

な
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
妊
娠
早

期
に
か
か
る
と
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
が
障
害
を
持
っ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
一
歳
に
な

っ
た
ら
忘
れ
ず
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。 

◇
ポ
リ
オ 

　
四
・
五
月
に
続
き
、
十
・
十
一

月
は
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
実
施
月

で
す
。
ポ
リ
オ
は
感
染
す
る
と
体

に
ま
ひ
を
起
こ
し
、
運
動
障
害
と

い
う
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
生
後
三
カ
月
か
ら
接
種
で

き
ま
す
の
で
、
実
施
期
間
に
注
意

し
て
確
実
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    

　
弁
当
の
日
　
が
や
っ
て
き
た 

「
親
は
決
し
て
手
伝
わ
な
い
で
」 

 

　
赤
磐
市
愛
育
委
員
協
議
会
お
よ

び
栄
養
改
善
協
議
会
で
は
、
子
育

て
応
援
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
十
一
月
十
三
日
（
日
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分 

場
　
所
　
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館

　
二
階
大
集
会
室 

講
　
師 

　
香
川
県
国
分
寺
町
立
国
分
寺
中

　
学
校
長
　
竹
下
和
男 

参
加
費
　
無
料
（
た
だ
し
、
整
理

　
券
が
必
要
で
す
） 

整
理
券
設
置
場
所 

　
十
月
三
日
よ
り
次
の
場
所
で
お

　
求
め
く
だ
さ
い
。 

　
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

      

　
岡
山
県
が
「
８
０
２
０
達
成
者
」

を
表
彰
し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
人

は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

被
表
彰
者
の
選
出
基
準 

　
表
彰
の
対
象
者
は
、
県
内
に
居

住
す
る
八
十
歳
以
上
の
人
で
自
分

の
歯
を
二
十
本
以
上
保
っ
て
い
る

人
で
す
。 

q
「
自
分
の
歯
」
と
は
、
噛
め
る

　
状
態
の
歯
の
こ
と
で
す
が
、
歯

　
冠
部
が
む
し
歯
で
崩
壊
し
残
根

　
状
態
に
な
っ
て
い
る
歯
は
除
き

　
ま
す
。 

w
歯
の
本
数
の
確
認
は
、
本
人
が

　
行
う
も
の
と
し
ま
す
。 

e
対
象
者
に
は
、
平
成
十
七
年
度

　
中
に
八
十
歳
を
迎
え
る
人
も
含

　
み
ま
す
。 

r
歯
の
本
数
に
は
、「
親
し
ら
ず
」

　
は
含
み
ま
せ
ん
。 

t
治
療
歯
は
そ
の
数
に
含
み
ま
す

　
が
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
入
れ
歯
で
喪

　
失
部
位
を
補
っ
て
い
る
も
の
は

　
含
み
ま
せ
ん
。
　
　 

申
込
締
切
日 

　
十
月
二
十
日
（
木
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

※
該
当
者
に
は
、
簡
単
な
問
診
を

　
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
す
で
に
表
彰
さ
れ
た
人
は
、
ご

　
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

    

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
十
月
二
十
日
（
木
）
　

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ
月

　
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    
　
妊
婦
を
対
象
に
母
親
学
級
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
希
望
者
は
、
事

前
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
十
月
三
日
（
月
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ク
ス

　
と
ス
ト
レ
ッ
チ
　 

※
妊
娠
初
期
や
お
腹
の
張
り
や
す

　
い
人
ま
た
医
師
か
ら
安
静
を
指

　
示
さ
れ
て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い
。
当
日
は
運
動
の
で
き

　
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

    

　
初
心
者
で
も
簡
単
に
作
れ
る
料

理
を
実
習
し
ま
す
。 

日
　
時
　
十
月
七
日
（
金
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午 

場
　
所 

　
q
中
央
公
民
館
調
理
室 

　
w
赤
坂
公
民
館
調
理
室 

定
　
員
　
各
会
場
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

申
込
期
限
　
十
月
五
日
（
水
） 

申
し
込
み
先
　 

　
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

八
十
歳
以
上
で
自
分
の 

歯
を
二
十
本
以
上
保
っ
て 

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
は 

お
す
み
で
す
か
？ 
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健
康
子
育
て
講
演
会 

離
乳
食
講
習
会 

母
親
学
級
受
講
者
募
集 

男
性
料
理
教
室
生
募
集 

ま
が
だ
ま 

” 

” 



  
　
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
元
気
な

子
ど
も
た
ち
、
み
ん
な
と
一
緒
に

楽
し
く
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
（
要
予
約
）
。 

日
　
時
　
十
月
二
十
九
日
（
土
）

　
午
前
十
時
〜
午
後
一
時 

場
　
所 

¡
笹
岡
公
民
館
調
理
室 

¡
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
調
理
室 

対
象
者
　
赤
磐
市
在
住
者
（
二
世

　
代
で
も
可
） 

募
集
人
数
　
各
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

申
込
締
切
日 

　
十
月
二
十
一
日
（
金
） 

申
し
込
み
先 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

    

　
左
記
対
象
者
の
外
出
の
促
進
を

目
的
に
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者
は
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

　
赤
磐
市
に
一
年
以
上
住
所
を
有

し
、
居
住
し
て
い
る
低
所
得
世
帯

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
に
属
す

る
人
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人 

q
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る

　
七
十
五
歳
以
上
の
人 

w
一
級
ま
た
は
二
級
の
身
体
障
害

　
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人 

e
重
度
（
Ａ
）
の
療
育
手
帳
を
お

　
持
ち
の
人 

サ
ー
ビ
ス
内
容 

　
一
枚
で
初
乗
り
料
金
が
控
除
さ

れ
る
タ
ク
シ
ー
券
を
一
カ
月
二
枚

交
付
し
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７

¡
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
５ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

          

      

　
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
と
就
業
に

関
す
る
知
識
を
習
得
し
て
自
信
を

持
っ
て
再
就
職
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
。 

応
募
資
格 

　
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
な

ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

再
就
職
の
意
思
が
あ
る
女
性
で
全

期
間
出
席
で
き
、
講
座
終
了
後
す

ぐ
に
就
職
で
き
る
状
態
に
あ
る
人
。 

受
講
期
間 

　
十
一
月
十
一
日
（
金
）
〜
十
二

　
月
二
十
二
日
（
木
） 

※
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
（
祝
日

　
を
除
く
）
の
計
二
十
三
日
間 

受
講
時
間 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

申
込
受
付
期
間 

　
十
月
十
一
日
（
火
）
〜
十
月
十

　
四
日
（
金
） 

場
　
所 

　
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
西
日

　
本
電
子
計
算
学
院
第
一
ビ
ル
（
岡

　
山
市
駅
前
町
二
ノ
五
ノ
二
〇
） 

受
講
料 

　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
） 

定
　
員 

　
二
十
八
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
） 

申
し
込
み
方
法 

　
受
付
期
間
内
の
午
前
九
時
三
十

分
〜
午
後
四
時
三
十
分
に
本
人
が

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

◇
公
開
講
座 

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
の
開
催

期
間
の
う
ち
次
の
講
義
を
公
開
講

座
と
し
ま
す
。
再
就
職
を
希
望
す

る
女
性
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講
で

き
ま
す
。 

内
　
容 

　
「
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」 

　
〜
労
働
契
約
・
社
会
保
険
・
税
金
〜 

日
　
時
　
十
一
月
十
五
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

場
　
所
　
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
中
前
貴
子
（
社
会
保
険

　
労
務
士
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
締
切
日 

　
十
一
月
十
一
日
（
金
） 

申
し
込
み
方
法 

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
・
公
開
講

座
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

　
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
） 

　
岡
山
市
中
山
下
一
ノ
八
ノ
四
五 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル
十
七
階 

　
1
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
９ 

　
6
０
８
６（
２
３
５
）３
３
０
６ 

    

　
日
本
古
来
の
米
、
大
豆
（
大
豆

製
品
）
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

日
　
時
　
十
一
月
十
五
日
（
火
） 

　
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
一
時 

場
　
所 

　
中
央
公
民
館
　
調
理
研
修
室 

講
　
師
　
青
井
美
保
子
（
赤
磐
市

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
） 

対
　
象
　
市
内
在
住
の
五
十
八
歳

　
以
上
の
人 

定
　
員
　
二
十
五
人
（
先
着
順
） 

受
講
料
　
無
　
料 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
6
赤
磐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
４
６
６ 

    

　
十
一
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
る

赤
磐
市
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
に
備
え
、
実
技
指
導
や
ル
ー
ル

説
明
・
運
営
員
の
講
習
を
行
う
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
ル
ー
ル
や
勝
つ
た

め
の
コ
ツ
、
そ
し
て
審
判
の
仕
方

な
ど
を
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒

に
学
ん
で
大
会
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。 

日
　
時
　
十
月
二
十
九
日
（
土
） 
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ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室
開
催 

三
世
代
料
理
講
座 

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付 

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
・
岡
山 

シ
ル
バ
ー
講
座 

料
理
講
習
会 

「
長
寿
は
食
か
ら
」 

募

集

 



　
午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午 

場
　
所
　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体

　
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ 

参
加
対
象
　
赤
磐
市
小
学
生
ド
ッ

　
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
予
定
の

　
小
学
生
チ
ー
ム
、
個
人
。
そ
の

　
保
護
者
や
引
率
者 

講
　
師
　
赤
磐
市
体
育
指
導
委
員 

チ
ー
ム
編
成 

　
¡
選
手
　
七
人
以
上
十
人
以
内 

　
¡
運
営
員
　
五
人
以
上 

参
加
費
　
無
料 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
社
会
体
育
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 

     

　
小
学
生
の
た
め
の
放
課
後
の
居

場
所
で
す
。
創
作
活
動
・
ク
ッ
キ

ン
グ
・
宿
題
な
ど
、
色
々
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
ま
す
。
友
だ
ち
も
誘
っ

て
、
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。 

◇
赤
坂
会
場 

日
　
時
　
毎
週
月
曜
日 

　
午
後
三
時
〜
五
時 

　
（
祝
日
は
お
休
み
）
　 

場
　
所 

¡
赤
磐
市
立
赤
坂
健
康
管
理 

　
セ
ン
タ
ー 

¡
赤
坂
公
民
館 

◇
桜
が
丘
会
場
　
　 

日
　
時
　
毎
週
金
曜
日 

　
午
後
三
時
〜
五
時 

　
（
第
五
週
と
祝
日
は
休
み
） 

場
　
所
　
赤
磐
市
立
桜
が
丘
い
き

　
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

　
お
試
し
参
加
し
た
後
、
登
録
す

れ
ば
い
つ
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま

す
。 

参
加
費
　
無
料
。
た
だ
し
、
保
険

　
料
と
登
録
料
と
し
て
一
人
千
円 

十
七
年
度
分 

　
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　 

主
　
催 

　
文
部
科
学
省
・
平
成
十
七
年
度

地
域
子
ど
も
教
室
全
国
民
間
団
体

運
営
連
絡
協
議
会
・
地
域
子
ど
も

教
室
岡
山
実
行
委
員
会 

問
い
合
わ
せ
先 

　
(特)
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
　

　
赤
磐
市
和
田
一
九
四
ノ
一 

　
6
０
８
６
９（
５
５
）５
０
３
１ 

      

日
　
時
　
十
月
七
日
（
金
） 

　
午
後
六
時
三
十
分
〜 

場
　
所
　
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館

　
二
階
大
集
会
室 

参
加
費
　 

　
一
般
前
売
　
二
千
五
百
円 

　
当
　
　
日
　
二
千
七
百
円 

　
（
四
歳
以
上
・
子
ど
も
・
大
人

　
同
額
） 

　
キ
ャ
ス
ト
の
山
本
光
洋
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を

始
め
、
東
京
を
拠
点
に
日
本
・
ア

ジ
ア
各
地
で
ソ
ロ
活
動
を
展
開
中
。

今
や
、
東
京
都
公
認
の
大
道
芸
人

　
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
　
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
(特)
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

　
赤
磐
市
和
田
一
九
四
ノ
一 

　
6
０
８
６
９（
５
５
）５
０
３
１ 

     

　
赤
磐
市
吉
井
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
で
は
陶
芸
・
木
工
・
竹

細
工
の
制
作
活
動
を
す
る
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

活
動
内
容
・
活
動
曜
日 

　
陶
　
芸
　
第
二
・
四
月
曜
日 

　
木
　
工
　
第
二
・
四
木
曜
日 

　
竹
細
工
　
第
二
・
四
木
曜
日
　 

場
　
所 

　
赤
磐
市
黒
本
二
一
〇
三 

　
赤
磐
市
吉
井
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク 

　
セ
ン
タ
ー 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
周
匝
二
七
九
ノ
二 

　
代
表
　
井
上
和
之 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）０
４
３
５ 

                   

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

さ
ん
さ
ん
広
場 
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シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク 

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集 

赤
磐
市
教
育
委
員
会
後
援 

パ
ン
ト
マ
イ
ム
シ
ョ
ー 

『
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
マ
イ
ム
ラ
イ
ブ
』 

　今年３月７日、合併により赤磐市となりました。宇喜多氏が栄えた今から数百年
前の赤磐市域は、どのような歴史が展開されていたのでしょうか。戦国時代に詳
しい川崎医療福祉大学教授の加原耕作先生をお迎えしてお話いただきます。 
　事前に申し込みが必要です。下記までお申し込みください。 

　●日 　 　 時：１１月１２日（土）　午後１時３０分～３時３０分 
　●場　　　所：赤磐市中央公民館 
　●講　　　師：川崎医療福祉大学 教授　加原耕作 
　●演　　　題：「宇喜多氏時代の赤磐－宇喜多氏の家臣達－」 
　●対　　　象：一般（市内外を問いません） 
　●受　講　料：無料 
　●申し込み先：赤磐市山陽郷土資料館 
　　　　　　　　TEL.０８６９-５５-０７１０／FAX.０８６９-５５-０７５８ 
　●申し込み締切：１０月３０日（日） 
　●主　　　催：赤磐市山陽郷土資料館 

 

川崎医療福祉大学 
教授　加原耕作氏 

気軽に参加して 
みませんか？ 

平成17年度 

”
 

”
 



  【
土
壌
肥
料
】 

日
　
時
　
十
月
十
三
日
（
木
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
農
業
試
験
場
化
学
研
究
室 

　
　
室
　
長
　
石
橋
　
英
二 

　
　
技
　
師
　
芝
　
　
宏
子 

対
象
者
　
農
業
者 

定
　
員
　
四
十
人 

※
簡
単
な
測
定
を
し
ま
す
の
で
希

　
望
者
は
土
壌
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。
（
一
人
一
圃
場
ま
で
） 

 【
野
菜
】 

◇
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
の 

　
栽
培
管
理 

日
　
時
　
十
月
二
十
七
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
あ
か
い
わ
農
協
山
陽
支
店 

　
指
導
員
　
額
田
清
二 

対
象
者
　
生
産
者 

定
　
員
　
四
十
人 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
５ 

   

   

　
赤
磐
市
福
田
三
二
〇
番
地
の
福

田
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
・
木
造
平
屋
）

一
戸
で
入
居
者
の
募
集
を
し
ま
す
。 

申
込
方
法 

　
入
居
申
込
書
の
内
容
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
入
居
申
し
込
み
は
本

人
ま
た
は
家
族
の
人
が
管
轄
す
る

吉
井
支
所
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　
な
り
ま
す
。 

※
入
居
要
件
に
つ
い
て
は
本
庁
建

　
設
課
ま
た
は
支
所
産
業
建
設
課

　
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

募
集
期
間 

　
十
月
三
十
一
日
（
月
）
〜
十
一

　
月
十
一
日
（
金
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　
　

　
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
６
６ 

     【
団
体
の
部
】 

日
　
時
　
十
月
三
十
日
（
日
） 

受
　
付
　
午
前
八
時
三
十
分
〜 

開
　
会
　
午
前
九
時 

場
　
所
　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

　
総
合
体
育
館 

内
　
容
　
男
子
の
部
・
女
子
の
部

　
・
小
中
学
生
の
部 

参
加
費 

　
一
チ
ー
ム
三
千
円
（
中
学
生
以

　
下
二
千
円
） 

申
込
締
切
日 

　
十
月
二
十
一
日
（
金
） 

 【
ダ
ブ
ル
ス
の
部
】 

日
　
時
　
十
二
月
四
日
（
日
） 

受
　
付
　
午
前
八
時
三
十
分
〜 

開
　
会
　
午
前
九
時 

場
　
所
　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

　
総
合
体
育
館 

内
　
容
　
男
子
の
部
・
女
子
の
部

　
・
小
中
学
生
の
部 

参
加
費 

　
一
チ
ー
ム
千
円
（
中
学
生
以
下

　
五
百
円
） 

申
込
締
切
日 

　
十
一
月
二
十
五
日
（
金
） 

主
　
催
　
山
陽
卓
球
協
会 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
山
陽
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 

      

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

  

日
　
時
　
十
一
月
四
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員
　
岡
山
弁
護
士
会
所
属 

　
弁
護
士
　
奥
田
　
哲
也 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
六
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

    【
熊
山
地
域
】 

日
　
時 

¡
十
月
七
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

¡
十
月
二
十
一
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
十
月
七
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
津
田
　
忠
彦 

　
【
人
　
　
権
】
和
気
　
宏
昌 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美 

¡
十
月
二
十
一
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
【
人
　
　
権
】
仲
川
　
　
翠
　 

　
【
知
的
障
害
】
金
谷
　
正
利 

【
吉
井
地
域
】 

日
　
時
　
十
月
十
九
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
立
吉
井
会
館 

相
談
内
容
及
び
協
力
機
関 

　
【
人
　
　
権
】
戸
川
　
正
美 

　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
和
也 

　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
　
徹 

　
【
心
配
ご
と
】
谷
村
　
裕
子 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
法
　
　
律
】
岡
山
弁
護
士
会 

　
【
年
　
　
金
】 

　
　
　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
【
児
　
　
童
】 

　
　
岡
山
中
央
児
童
相
談
所 

　
【
身
体
障
害
】
松
下
　
一
行 

　
　
　
　
　
　
　
平
井
　
　
章 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

※
身
体
障
害
・
知
的
障
害
に
つ
い

　
て
の
ご
相
談
は
、
午
後
一
時
か

　
ら
二
時
ま
で
で
す
。 

※
法
律
相
談
・
児
童
相
談
は
予
約

　
が
必
要
で
す
。
赤
磐
市
社
会
福

　
祉
協
議
会
吉
井
支
所
で
受
け
付

　
け
て
い
ま
す
。 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）２
５
３
３ 

    【
山
陽
地
域
】 

日
　
時
　
十
月
二
十
日
（
木
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

人
権
擁
護
委
員 

　
長
光
　
　
惠
　
　
田
代
　
邦
彦 

相

談
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無
料
法
律
相
談 

よ
ろ
ず
相
談 

人
権
行
政
相
談 

第
一
回
赤
磐
市
親
善 

卓
球
大
会
参
加
者
募
集
！   

赤
磐
市
営
住
宅 

公
募
の
ご
案
内   
新
農
業
技
術
講
座 



　
吉
永
　
佳
子
　
　
　
形
　
美
枝 

　
光
田
　
　
功 

行
政
相
談
委
員 

　
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

 【
赤
坂
地
域
】 

日
　
時
　
十
月
二
十
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
権
】
大
野
　
是
彰 

　
　
　
　
　
　
小
谷
　
良
正 

　
　
　
　
　
　
周
藤
　
光
信 

　
【
行
　
政
】
常
安
　
克
之 

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

　
守
ら
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

        

        

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告

を
行
う
際
の
金
額
は
、
そ
の
年
の

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
額
に
他
の
社
会
保

険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
）

の
額
を
加
え
た
合
計
額
と
な
り
ま

す
。 

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告

に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
三
月
に

所
得
税
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十

七
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
平
成
十
七
年
一
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
人
に
つ
い
て
は
、
十
一
月
上
旬

に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま

た
は
領
収
証
書
）
を
申
告
書
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
人
の
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
来
年
の
二
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。 

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
社
会

保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
、
控
除
証
明
書

の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。 

     

　
毎
年
十
一
月
六
日
か
ら
十
二
日

ま
で
の
一
週
間
は
「
年
金
週
間
」

で
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に

年
金
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。 

　
年
金
週
間
の
期
間
中
は
、
多
く

の
人
に
年
金
相
談
を
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
県
下
の
各
社
会
保

険
事
務
所
や
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
休
日
の
開
庁
や
、
平
日
の

受
付
時
間
延
長
な
ど
を
行
い
、
次

の
と
お
り
年
金
相
談
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。 

               

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納

付
猶
予
を
受
け
た
期
間
や
、
学
生

納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
十

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
。 

　
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
、
追
納
さ
れ
な
い

場
合
は
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

場
合
に
比
べ
、
「
全
額
免
除
」
は

三
分
の
一
、
「
半
額
免
除
」
は
三

分
の
二
に
減
額
さ
れ
、
「
納
付
猶

予
」
、
「
学
生
納
付
特
例
期
間
」

は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
将
来
、
よ
り
有
利
な
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
も
、
余

裕
が
で
き
た
ら
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
免
除
を
受
け
て
か
ら
二
年

を
過
ぎ
て
納
付
す
る
と
き
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
十
八
年
三
月
末
ま
で
に
納

め
た
場
合
の
追
納
額
は
、
次
の
通

り
で
す
。 

                      

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
７
１
）０
０
１
１ 

「
追
納
」
で
き
ま
す 

国
民
年
金
保
険
料 

国
保
・
年
金 

23 広報あかいわ（平成17年10月号） 

年
金
週
間
で
す
！ 

〜
年
金
相
談
時
間
を
延
長
〜 

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て 

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
で 

　
　
　
添
付
が
義
務
化
に
！
〜 

期　　間 相談受付時間 

１１月６日（日） 

１１月１２日（土） 

１１月７日（月）～ 
１１月１１日（金） 

午前９時～ 
　　午後４時 

午前９時～ 
　　午後４時 

午前８時30分 
　～午後７時 

平成7年4月～平成8年3月分 

平成8年4月～平成9年3月分 

平成9年4月～平成10年3月分 

平成10年4月～平成11年3月分 

平成11年4月～平成12年3月分 

 

16,310円 

16,260円 

16,040円 

15,790円 

15,190円 

平成12年4月～平成13年3月分 

平成13年4月～平成14年3月分 

平成14年4月～平成15年3月分 

平成15年4月～平成17年3月分 

 

 

14,600円 

14,040円 

13,500円 

13,300円 

 

平成14年4月～平成15年3月分 6,750円 平成15年4月～平成17年3月分 

 

6,650円 

■全額免除・学生納付特例期間 

■半額免除期間 

免除等を受けた月 追納額（月） 免除等を受けた月 追納額（月） 

免除等を受けた期間 追納額（月） 免除等を受けた期間 追納額（月） 



      

　
儒
学
の
祖
・
孔
子
の
徳
を
た
た

え
ま
つ
る
儀
式
を
釈
奠
（
せ
き
て

ん
）
と
か
釈
菜
（
せ
き
さ
い
）
と

か
呼
び
ま
す
。
閑
谷
学
校
の
釈
菜

は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
秋
、

津
田
永
忠
を
中
心
に
執
り
行
わ
れ

た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
ず
っ
と

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治

初
期
、
一
時
途
絶
え
ま
す
が
、
大

正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
復
活

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
「
最

も
つ
つ
ま
し
や
か
で
最
も
厳
粛
」

と
評
さ
れ
る
伝
統
の
釈
菜
に
ご
参

列
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
十
月
二
十
二
日
（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
二
時 

場
　
所
　
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校 

参
加
費
　
二
千
円 

定
　
員
　
八
十
人
　 

申
し
込
み
方
法 

　
往
復
葉
書
に
「
参
加
希
望
」
と

明
記
し
、
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
十
月
八
日

（
土
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
複
数
可
）
。
参
加
決
定
通
知

は
申
込
締
切
後
、
連
絡
し
ま
す
。 

問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先 

　
〒
７
０
５
―
０
０
３
６ 

　
備
前
市
閑
谷
七
八
四 

　
7
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校 

　
顕
彰
保
存
会
史
跡
受
付 

　
1
０
８
６
９（
６
７
）１
４
３
６ 

     

日
　
時
　
十
月
十
六
日
（
日
） 

　
（
雨
天
決
行
） 

　
午
前
九
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所 

　
赤
磐
市
吉
井
支
所
前
広
場 

　
当
日
は
、
各
地
区
テ
ン
ト
村
で

の
地
域
特
産
品
な
ど
の
販
売
、
郷

土
芸
能
発
表
を
は
じ
め
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

                 

   

　
農
用
地
区
域
内
の
土
地
は
、
農

業
上
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
宅
地
な
ど
へ
の
農
地

転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
む
を
得

ず
農
地
な
ど
を
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
転
用
許
可

に
先
立
ち
、
事
前
に
そ
の
土
地
を

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
除
外
を
要
望
さ
れ
る
場
合
は
、

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
く
だ

さ
い
。 

q
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
べ

　
き
土
地
が
な
い
。 

w
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
利
用

　
上
の
支
障
が
軽
微
で
あ
る
。  

e
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団

　
性
が
保
た
れ
る
。  

r
変
更
後
、
土
地
利
用
の
混
在
が

　
生
じ
な
い
。  

t
基
盤
整
備
事
業
の
完
了
後
八
年

　
以
上
経
過
し
た
区
域
で
あ
る
。  

y
転
用
計
画
実
現
の
見
込
み
が
確

　
実
で
あ
る
。 

※
他
法
令
の
許
可
な
ど
を
見
込
め

　
な
い
転
用
計
画
で
の
申
し
出
は

　
受
理
で
き
ま
せ
ん
。
　 

除
外
申
出
書
受
付
期
間
　
　
　
　

　
十
月
三
日
〜
十
月
三
十
一
日 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

¡
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
４ 

　
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課 

¡
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
４ 

　
熊
山
支
所
産
業
建
設
課
　
　
　

¡
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

　
吉
井
支
所
産
業
建
設
課
　
　
　

¡
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
１
９ 

             

　
岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
農
業
総

合
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
す
。

フ
ェ
ア
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
研
究

成
果
の
展
示
や
栽
培
技
術
相
談
な

ど
を
行
う
一
般
公
開
の
ほ
か
、
農

業
大
学
校
学
生
主
催
の
収
穫
祭
を

開
催
し
ま
す
。
収
穫
祭
で
は
、
学

生
た
ち
の
日
頃
の
学
習
成
果
を
披

露
す
る
と
と
も
に
、
新
鮮
な
野
菜

な
ど
の
即
売
会
を
行
い
ま
す
。 

日
　
時
　
十
月
八
日
（
土
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

会
　
場
　 

　
赤
磐
市
神
田
一
一
七
四
ノ
一 

　
岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー 

内
　
容 

¡

野
菜
や
花
な
ど
の
即
売 

¡

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹

　
介
お
よ
び
研
究
成
果
展
示 

¡

専
門
家
に
よ
る
栽
培
技
術
相
談 

¡

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
な
ど
農
大

　
生
イ
ベ
ン
ト 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
２
７
１ 

     

　
『
献
体
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
す
か
。 

　
献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
学
実
習

の
た
め
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
献
体
は
、
家
族
や

親
せ
き
の
同
意
が
必
ず
必
要
で
す

か
ら
、
十
分
に
話
し
合
っ
て
い
た

だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
岡
山
大
学
に
は
、
「
と
も
し
び

会
」
と
い
う
協
力
団
体
が
あ
り
ま

す
。
同
会
は
、
正
し
い
理
解
の
も

と
に
献
体
が
行
わ
れ
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
と
も
し
び
会 

　
（
岡
山
大
学
医
学
部
内
） 

　
1
０
８
６（
２
３
５
）７
０
９
２ 

お
知
ら
せ 
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農
業
振
興
地
域 

農
用
地
か
ら
の
除
外 

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア 

研
究
成
果
の
展
示
や
即
売 

赤
磐
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

ｉ
ｎ 

吉
井 

医
学
発
展
の
た
め 

献
体
に
ご
協
力
を 

「
閑
谷
学
校
釈
菜
」 

に
ど
う
ぞ 



   

　
岡
山
県
備
前
県
民
局
で
は
、
東

備
支
局
管
内
の
地
域
団
体
や
グ
ル

ー
プ
（
二
十
人
以
上
）
が
貸
し
切

り
バ
ス
を
利
用
し
て
兵
庫
県
西
播

磨
県
民
局
管
内
の
公
的
施
設
な
ど

で
行
う
交
流
活
動
に
助
成
し
て
い

ま
す
（
バ
ス
借
上
料
の
二
分
の
一

以
内
で
上
限
五
万
円
）
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
備
前
県
民
局
協
働
推
進
室 

　
1
０
８
６（
２
３
３
）９
８
９
０ 

       

開
催
日
　
十
一
月
六
日
（
日
） 

場
　
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館 

　
当
日
は
、
全
国
よ
り
十
二
チ
ー

ム
の
選
手
を
お
迎
え
し
て
、
大
会

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
競
技
は
通
常

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
柔
ら
か
い

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
い
六

人
制
の
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。 

頑
張
っ
て
い
る
選
手
を
応
援
し
て

く
だ
さ
る
人
、
大
歓
迎
で
す
。 

　
ま
た
、
体
育
館
前
広
場
で
は
、

広
く
障
害
に
対
す
る
理
解
と
認
識

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

授
産
施
設
や
作
業
所
な
ど
に
よ
る

「
交
流
広
場
」
（
展
示
即
売
）
を

開
設
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
大
会
事
務
局
（
岡
山
県
精
神
保

　
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

　
1
０
８
６（
２
７
３
）０
６
４
０ 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

       

十
一
月
十
三
日
（
日
）
正
午
か

ら
『
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
』
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
（
雨
天
決
行
） 

 

　
こ
の
ま
つ
り
で
は
、
地
域
の
特

産
品
で
あ
る
「
こ
れ
里
ワ
イ
ン
」

を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
都
市
生
活
者
と
農
村
と
の

交
流
の
場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
多
く
の
ワ
イ
ン
愛

好
家
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
ワ

イ
ン
の
飲
み
放
題
。
各
テ
ン
ト
村

で
は
、
新
酒
（
キ
ャ
ン
ベ
ル
）
の

販
売
や
地
域
特
産
品
の
販
売
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
歌
謡
シ
ョ

ー
、
神
戸
の
サ
ン
バ
チ
ー
ム
、
獅 

子
舞
や
傘
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能

が
披
露
さ
れ
ま
す
。
秋
の
一
日
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

参
加
費
　
四
千
円
（
当
日
券
…
四

　
千
五
百
円
） 

＊
肉
・
野
菜
・
ワ
イ
ン
・
パ
ン
の

　
セ
ッ
ト
付 

＊
吉
井
支
所
駐
車
場
よ
り
無
料
送

　
迎
バ
ス
運
行 

問
い
合
せ
先  

¡
こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
１
９ 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
８
８
４ 

                  

　
現
在
赤
磐
市
で
は
、
婚
姻
な
ど

の
戸
籍
の
届
出
お
よ
び
住
民
異
動

の
届
出
に
つ
い
て
、
来
庁
さ
れ
た

人
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
併
せ
て
、
住
民

票
や
戸
籍
謄
（
抄
）
本
な
ど
の
証

明
書
申
請
時
に
も
本
人
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
本
人
の
知
ら
な
い
間

に
第
三
者
に
よ
っ
て
虚
偽
の
届
出

お
よ
び
証
明
書
な
ど
の
取
得
が
な

さ
れ
る
と
い
う
被
害
を
未
然
に
防

止
し
個
人
の
記
録
の
正
確
性
を
確

保
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

¡
本
庁
市
民
課
市
民
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
２ 

¡
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
　
　 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 
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第
五
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
オ
ー
プ
ン
競
技
・
第
五

回
全
国
精
神
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）大
会
開
催 

ワ
イ
ン
で
乾
杯 

こ
れ
里
ワ
イ
ン
ま
つ
り
開
催 

〜
赤
磐
市
是
里
農
業
公
園
で
〜 

戸
籍
・
住
所
変
更
な
ど
届
出
時

お
よ
び
各
種
証
明
書
申
請
時
の

本
人
確
認
に
ご
協
力
を 

兵
庫
県
・
岡
山
県
際
交
流 

バ
ス
事
業
に
つ
い
て 

　アスベストの被害が社会問題化しているなか、赤磐市
では「アスベスト対策連絡会議」を設置し、市の全公共
施設を対象に、使用実態調査を行っています。また、市・
県ではアスベストに関する相談窓口を設置し、情報の提
供をしていますのでお問い合わせください。 

【環境など一般的な相談窓口】 
　¡岡山県生活環境部環境管理課……1０８６－２２６－７３０２ 
　¡備前県民局東備支局総務環境課…1０８６９－９３－１１１１ 
　¡赤磐市市民生活部生活環境課……1０８６９－５５－５３４７ 
【健康相談に関する窓口】 
　¡岡山県保健福祉部健康対策課……1０８６－２２６－７３２８ 
　¡東備保健所保健課地域保険班……1０８６９－６４－２２５５ 
【建設工事・建物に関する相談窓口】 
　¡岡山県土木部管理課技術管理室…1０８６－２２６－７４６０ 
　¡都市局建築指導課…………………1０８６－２２６－７４９９ 
 
 

◆
お
詫
び
と
訂
正 

　
先
月（
九
月
）号
八
ペ
ー
ジ
「
全

国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！
」
中

二
段
目
左
の
写
真
説
明
「
田
上

さ
ん（
右
）と
中
塚
さ
ん（
左
）」
と

あ
る
の
は
「
中
塚
さ
ん（
右
）と
田

上
さ
ん（
左
）」
の
誤
り
で
し
た
の

で
お
詫
び
し
、訂
正
し
ま
す
。 
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※調査票が届いてないときは、ご連絡ください。 

○１０月１日現在で平成１７年国勢調査
　が行われています。 
 
○国勢調査は日本に住んでいるすべ
　ての人が対象となります。 
 
○１０月上旬に、国勢調査員が、皆さん
　のお宅へ調査票を受け取りにうか
　がいます。 
 
○国勢調査員をはじめとする調査関
　係者には、守秘義務があり、調査内
　容の秘密は保護されます。 

黒鉛筆を使って所定の事項に 

正しく記入してください！ 

問い合わせ先・相談窓口 

●本庁企画部企画課　1０８６９－５５－２６９２ 
●赤坂支所管理課　　1０８６９－５７－２２２６ 
●熊山支所管理課　　1０８６９９－５－１２１１ 
●吉井支所管理課　　1０８６９－５４－１１１１ 
 

平成１７年１０月１日（土） 

平
成
十
七
年
度
岡
山
県
 

 
 
学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞
 

平
成
十
七
年
度
岡
山
県
 

 
 
学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞
 

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た 

　
　
　
二
十
八
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開 

　
　
　
　
　
　
　
〜
赤
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
球
技
大
会
〜 

 

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
へ 

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
す
る
人
を
支
援 
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八
月
四
日
（
木
）、
岡
山
県
学

校
保
健
研
究
大
会
（
高
梁
市
総

合
文
化
会
館
）
で
、
岡
山
県
学

校
保
健
推
進
学
校
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
学
校
保
健
に
関
し

て
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
て
い
る

学
校
、
ま
た
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
学
校
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。 

　
本
年
度
は
県
下
で
、
小
学
校

四
校
、
中
学
校
二
校
が
選
ば
れ
、

赤
磐
市
か
ら
は
山
陽
東
小
学
校
（
二

宮
謙
二
校
長
・
三
百
二
十
一
人
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
山
陽
東
小
学
校
で
は
、
今
年

度
「
自
己
の
健
康
に
関
心
を
も
ち
、

健
康
で
安
全
な
生
活
を
自
ら
送

る
児
童
の
育
成
」
を
保
健
目
標

と
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
人

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童

の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
改
善

を
図
っ
た
り
、
健
康
集
会
で
朝

食
の
大
切
さ
を
児
童
に
知
ら
せ

た
り
し
て
、
児
童
自
ら
健
康
な

生
活
を
し
よ
う
と
す
る
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
同
校
で
は
、
山
陽
北
小

学
校
と
と
も
に
、
体
力
向
上
の

た
め
の
実
践
に
も
取
り
組
み
、

児
童
の
健
康
な
心
と
体
づ
く
り

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。 

  

平
成
十
七
年
度
岡
山
県

平
成
十
七
年
度
岡
山
県
 

 
 
 
 
学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞

学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞
 

平
成
十
七
年
度
岡
山
県

平
成
十
七
年
度
岡
山
県
 

 
 
 
 
学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞

学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞
 

平
成
十
七
年
度
岡
山
県
 

 
 
学
校
保
健
推
進
学
校
表
彰
受
賞
 

赤
磐
市
立
山
陽
東
小
学
校
 

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た 

　
　
　
二
十
八
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開

　
　
　
二
十
八
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
〜
赤
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
球
技
大
会
〜

赤
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
球
技
大
会
〜 

 

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た 

　
　
　
二
十
八
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展
開 

　
　
　
　
　
　
　
〜
赤
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
球
技
大
会
〜 

 　
九
月
四
日
（
日
）
、
開
会
式
に
荒
嶋
市
長
、
渡
辺
教

育
長
を
迎
え
、
赤
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
球
技
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
に
始
ま
っ
た
本
大
会
も
今

年
で
二
十
七
回
を
数
え
ま
す
。
石
相
・
軽
部
・
笹
岡
各

分
館
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、
中
高
生
か
ら
八
十
代
の

お
年
寄
り
ま
で
総
勢
約
二
百
七
十
人
二
十
八
チ
ー
ム
の

参
加
者
は
三
つ
の
種
目
ご
と
に
、
地
区
の
日
頃
の
団
結

力
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部 

　
一
位
　
町
苅
田
／
二
位
　
今
井
／
三
位
　
西
軽
部 

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部 

　
一
位
　
東
軽
部
／
二
位
　
多
賀
／
三
位
　
西
軽
部 

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部 

　
一
位
　
多
賀
／
二
位
　
大
苅
田
／
三
位
　
東
窪
田 

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
へ

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
へ 

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
す
る
人
を
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
す
る
人
を
支
援 

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
へ 

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
す
る
人
を
支
援 

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
全
国
規
模
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
へ
参
加
す
る
人
へ
賞
賜
金
を
授
与
し
ま
す
。 

〈
例
〉
国
民
体
育
大
会
、
全
国
レ
ベ
ル
の
連
盟
が
主
催

　
　
す
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
個
人
に
対
し
一
万
円 

 

　
申
請
手
続 

　
大
会
へ
の
出
場
決
定
か
ら
出
場
ま
で
に
、
交
付
申
請

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係 

　
　
０
８
６
９（
５
５
）０
７
３
８ 



™
た
ま
ゆ
ら
の
命
い
ず
れ
は
み
な
風
に
 

™
ど
こ
か
ら
か
狂
う
て
来
た
世
ふ
り
返
る
 

™
鬼
が
分
校
の
花
を
育
て
て
い
る
 

™
老
木
と
言
わ
れ
て
咲
か
す
残
り
花
 

™
曾
孫
の
育
つ
便
り
よ
竹
落
葉
 

™
高
齢
化
揺
れ
る
福
祉
の
灯
を
み
つ
め
 

™
一
杯
の
酒
に
ス
ト
レ
ス
癒
さ
れ
る
 

™
国
体
に
お
い
で
ん
せ
え
と
晴
の
国
 

™
オ
ル
ガ
ン
に
合
わ
せ
る
蝶
の
昼
下
が
り
 

™
病
む
腰
を
畑
で
泣
か
せ
み
み
ず
切
る
 

™
親
と
子
の
絆
は
言
う
な
横
合
い
で
 

™
旅
の
風
土
弁
当
に
み
る
旬
の
味
 

™
家
長
権
失
い
男
の
平
和
主
義
 

™
爽
や
か
な
と
き
め
き
も
あ
り
旅
の
空
 

™
老
い
て
な
を
相
合
い
傘
の
似
合
う
人
 

™
諺
の
味
か
み
し
め
る
お
隣
の
情
 

™
激
流
に
耐
え
る
私
の
絆
橋
 

™
豊
作
を
夢
に
描
い
て
籾
を
蒔
く
 

™
医
者
通
い
増
え
る
薬
へ
苦
笑
い
 

™
早
起
き
が
楽
し
み
五
月
の
彩
を
訪
い
 

™
自
分
史
の
終
わ
り
は
気
ま
ま
趣
味
の
道
 

™
真
帆
片
帆
湧
か
す
絵
心
瀬
戸
の
海
 

™
梅
漬
け
て
五
十
を
過
ぎ
た
娘
に
送
り
 

™
過
疎
進
む
人
情
だ
け
は
生
き
残
り
 

™
山
の
城
見
る
だ
け
老
い
が
か
ば
う
足
 

™
省
エ
ネ
が
ひ
び
く
ネ
ク
タ
イ
売
場
か
な
 

™
い
た
わ
り
の
電
話
の
声
に
浮
か
ぶ
孫
 

™
田
の
畦
で
つ
ま
ず
き
転
び
思
う
歳
 

™
時
差
超
え
る
そ
こ
に
存
在
す
る
悲
哀
 

™
表
情
の
起
伏
を
夫
は
気
付
か
な
い
 

™
老
骨
に
鞭
打
ち
細
ぼ
そ
田
を
守
る
 

™
わ
が
修
羅
の
履
歴
を
子
ら
は
評
価
せ
ず
 

出
原
　
敬
一
 

直
原
　
茂
樹
 

宇
野
　
静
子
 

湯
原
　
孝
水
 

軸
原
　
朝
子
 

是
松
　
文
子
 

是
松
　
幸
治
 

川
崎
　
須
恵
 

戸
川
か
ず
み
 

松
田
　
定
巳
 

下
山
　
　
都
 

中
務
　
統
之
 

尾
関
文
巳
枝
 

安
光
　
勇
一
 

高
井
　
逸
代
 

森
　
　
和
女
 

山
崎
　
時
子
 

橘
　
　
光
子
 

高
橋
　
　
一
 

藤
本
　
町
江
 

岸
本
　
敏
子
 

大
西
　
庄
三
 

戸
川
　
寿
子
 

杉
本
美
智
子
 

宮
尾
　
知
恵
 

横
山
　
明
美
 

平
井
　
恵
子
 

竹
内
　
由
子
 

梶
井
　
貞
子
 

中
原
　
一
恵
 

高
原
　
　
望
 

三
輪
　
康
明
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

よ
し
い
川
柳
の
会
 

こ
と
わ
ざ
 

も
み
 

い
そ
じ
 

★９月３日（土） 中央図書館「人形劇フェスティバル」 

桃
の
実
短
歌
 

™
さ
る
す
べ
り
狭
庭
の
王
者
青
空
の
中
を
燕
の
飛
び
交
い
て
お
り
 

 ™
山
あ
い
に
姫
路
城
見
し
山
陽
道
防
音
壁
が
視
野
を
さ
え
ぎ
る
 

 ™
湯
の
町
を
そ
ぞ
ろ
歩
け
ば
あ
ち
こ
ち
に
ヌ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
の
店
も
み
ら
る
る
 

 ™
病
院
の
待
合
室
の
一
刻
を
一
期
一
会
の
女
と
親
し
む
 

 ™
わ
が
死
後
を
想
定
し
つ
つ
盂
蘭
盆
の
準
備
し
て
お
り
長
く
生
き
き
て
 

 ™
満
面
に
笑
ふ
胎
児
が
写
り
居
る
エ
コ
ー
の
画
像
は
テ
レ
ビ
の
中
に
 

 ™
み
い
く
さ
に
召
さ
れ
し
月
日
の
甦
る
還
ら
ぬ
兄
の
杳
き
面
影
 

 ™
団
扇
に
て
扇
ぐ
風
情
の
浮
か
び
来
ぬ
猛
暑
に
喘
ぐ
余
裕
な
き
日
々
 

 ™
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
弾
け
る
花
火
の
空
焦
が
す
体
感
震
度
五
か
も
七
か
も
 

 ™
焦
燥
と
熱
気
を
孕
む
夏
去
り
て
風
誘
い
く
る
も
の
想
う
秋
 

 ™
杖
を
つ
き
二
重
に
な
り
て
池
ま
で
の
道
歩
き
お
り
朝
の
静
寂
を
 

 ™
孫
達
は
美
観
地
区
へ
行
き
庭
園
に
て
待
つ
間
涼
風
に
時
を
忘
れ
し
 

 ™
あ
れ
こ
れ
と
案
ず
る
こ
と
の
多
く
あ
り
若
き
頃
よ
り
心
配
性
な
り
 

友

実

　

貞

子

 

 塩

見

　

　

梢

 

 田

中

　

知

子

 

 石

原

　

啓

子

 

 岩

本

　

雅

乃

 

 花

房

　

芳

子

 

 西

岡

富

美

子

 

 森

　

　

順

子

 

 梶

原

美

弥

子

 

 小

林

　

幸

子

 

 岸

田

満

亀

恵

 

 青

井

壬

生

子

 

 太

田

　

か

よ

 

さ
に
わ 

ひ
と
と
き 

と
お 

う

ら
ぼ
ん 

あ
え 

は
ら 

ふ
た
え 

し
じ
ま 

ひ
と 



親子の食育教室 

吉　井　支　部 

栄養
委員
の 
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シ
ー
ガ
ル
ズ
の
三
選
手
と
一
緒
に
 

二
〇
〇
五
　
桃
の
里
演
歌
ま
つ
り
 

中
央
図
書
館
川
柳
　
九
月
作
品
 

夏
休
み
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

　
八
月
十
日
（
水
）
・
十
七
日
（
水
）
・

二
十
四
日
（
水
）
、
磐
梨
小
学
校

体
育
館
に
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
三
選
手

を
講
師
に
迎
え
、
夏
休
み
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
憧
れ
の
選
手
に
教
え
て
も
ら
え

る
と
あ
っ
て
熊
山
近
隣
の
小
学
校
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

磐
梨
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
か

ら
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

熱
心
に
、
ま
た
楽
し
く
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。 

  

　
昭
和
の
名
曲
か
ら
平
成
へ
ナ
ツ

メ
ロ
で
綴
る
素
人
の
歌
ま
つ
り
で
す
。

大
正
琴
演
奏
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

も
あ
り
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

日
　
時
　
十
月
九
日
（
日
）
 

　
午
後
一
時
か
ら
 

場
　
所
　
西
山
公
民
館
 

主
　
催
　
ナ
ツ
メ
ロ
山
陽
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
拝
郷
辰
実
 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
１
４
３ 

 

「
山
」
 

™
利
子
の
山
今
で
は
昔
夢
が
た
り
 

™
山
登
り
足
と
語
ら
い
つ
つ
登
る
 

™
山
男
海
で
荷
物
の
番
を
す
る
 

™
山
積
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
今
の
夫
 

™
せ
み
し
ぐ
れ
サ
ー
ビ
ス
で
す
と
山
の
宿
 

™
山
程
の
欲
を
く
ず
し
て
老
い
て
ゆ
く
 

「
連
絡
」
 

™
母
の
愛
送
れ
ば
胎
児
の
サ
イ
ン
く
る
 

™
連
絡
は
小
ま
め
に
せ
よ
と
母
は
云
い
 

™
吉
報
を
待
つ
身
に
時
は
止
ま
っ
て
る
 

™
核
ボ
タ
ン
押
す
時
僕
に
知
ら
せ
て
ね
 

™
連
絡
を
す
る
よ
と
云
っ
て
去
っ
た
人
 

™
連
絡
を
忘
れ
て
妻
に
締
め
出
さ
れ
 

 平
島
　
始
子
 

中
村
　
哲
郎
 

渋
谷
　
通
夫
 

国
定
　
美
子
 

有
森
　
啓
子
 

富
山
　
　
孝
 

 繁
定
　
　
操
 

藤
原
　
登
山
 

村
木
　
邦
子
 

樅
野
　
志
郎
 

久
山
　
和
子
 

中
永
　
智
遊
 

つ
ま 

●
今
月
の
表
紙 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、 

　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と 

　
　
　
　
　
一
緒
は
た
の
し
い
ね
。 

　
九
月
四
日
（
日
）
、
桜
が
丘
幼
稚

園
で
敬
老
参
観
日
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
と
祖
父
母
が
一
緒
に
写
真
を
写

し
て
そ
の
写
真
を
入
れ
る
フ
レ
ー
ム

を
作
っ
た
り
、
お
遊
戯
や
肩
た
た
き

を
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

　今月は吉井支部の「親子の食育教室」に
ついて紹介します。 
　８月１９日（金）、仁美小学校で開催しました。
この事業は東備管内では一校だけの開催
ということもあり、より一層栄養委員も張り
きって臨みました。 
　当日は親子１６組、４１人の参加でした。サ
ブテーマとして「小学生でもできるお弁当
づくりに挑戦」と題し１年生から６年生まで
奮闘しました。調理した料理をお皿から弁
当箱に移し変えてみると、アッという間に彩
り鮮やかなお弁当に変身です。盛り付け方
なども指導させていただき、楽しいひとと
きを共にすごすことができました。２学期に
はお弁当づくりの
第２弾で、きんぴら
ごぼうの指導にも
お伺いするよう依
頼を受けています。 
 
〈お手軽献立〉 

『鶏肉と野菜のジュース煮』 
◆材料（４人分） 
　¡鶏手羽肉 ２枚　¡玉葱 １玉 
　¡しめじ １パック　¡ねぎ 少々 
　¡調味料　¡野菜ジュース ２００cc 
　¡めんつゆ 大さじ１～２ 
◆作り方 
　1鍋に野菜ジュースを入れ、一口大に切っ
　　た手羽肉、くし形に切った玉葱、子房に
　　分けたしめじを加える。 
　2中火で煮込みやわらかくなったらめん
　　つゆを入れて味を調える。 
　3器に盛りつけて小口切りにしたねぎを
　　散らす。 



８月のできごと 
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八
月
二
十
日（
土
）二
十
一
日（
日
）、「
第
七
回
あ
か

い
わ
エ
コ
メ
ッ
セ
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
、赤
磐
市
・
瀬

戸
町
・
赤
磐
市
教
委
・
瀬
戸
町
教
委
後
援
）が
、桜
が

丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、夏
休
み
の
親
子

連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
同
エ
コ
メ
ッ
セ
で
は
、燃

料
電
池
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、太
陽
光

を
集
め
て
芋
を
ふ
か
す
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
な
ど
も
登

場
、ソ
ー
ラ
ー
発
電
で
電
動
の
か
き
氷
機
を
回
し
て
で

き
た
か
き
氷
に
、子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。
ま

た
会
場
に
は
、砂
川
の
水
質
を
調
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、担
当
者
は
、「
米
や
野
菜
な
ど
の
農
業
用
水

と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
砂
川
の
水
に
、一
人
で

も
多
く
の
人
が
関
心
を
持
ち
、水
質
検
査
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
八
月
十
日（
水
）、保
育
園
の
保
護

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
よ
る
「
お

は
な
し
じ
ゅ
う
た
ん
」
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
定
例
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
月
は
大
型
人
形
劇
セ
ッ
ト
を
使

用
し
て
の「
み
の
む
し
ぼ
う
や
の
お
う

ち
」「
ク
レ
ヨ
ン
の
は
な
し
」
の
二
冊
。

手
作
り
の
み
の
む
し
・
赤
や
青
の
ク
レ

ヨ
ン
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引

く
教
材
ば
か
り
で
し
た
。 

　
読
み
聞
か
せ
の
お
話
し
と
、子
ど

も
た
ち
が
一
体
と
な
っ
た
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 
あ
か
い
わ
エ
コ
メ
ッ
セ  

●高校生等クラス（50cc） 
　瀬戸南高校3年　実盛祥泰さん 

第38回二輪車安全運転全国大会（三重県鈴鹿市） 
8月6日（土）～7日（日） 
 

お
は
な
し
じ
ゅ
う
た
ん 

　
八
月
二
十
七
日（
土
）の
お
す
わ
祭
り
に
続
き
、翌
日
の

二
十
八
日（
日
）に
諏
訪
神
社
で
備
前
阿
波
お
ど
り
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
祭
り
が
子
ど
も
を
育
む
、子
ど
も
が
祭
り
で
育
つ
」の

趣
旨
の
も
と
、す
さ
い
連
や
童
鬼
連
、四
ツ
葉
の
会
＆
仔
の

葉
の
会
の
ほ
か
、備
作
高
校
連
や
瀬
戸
の
ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｌ
ｙ
、大

黒
天
が
軽
や
か
で
キ
レ
の
あ
る
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
「
赤
磐
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
備
前
阿
波
お
ど
り
祭
り

で
す
。
今
後
の
新
市
の
発
展
の
た
め
に
も
、皆
様
の
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
」
と
実
行
委
員
会
で
は
来

年
に
向
け
て
意
欲
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

備
前
阿
波
お
ど
り
祭
り 

s
「
み
の
む
し
ぼ
や
の
お
う
ち
」
上
演
中 

s
「
吉
井
町
に
は
う
め
え
も
ん
が
ぎ
ょ
ー
さ
ん 

　
あ
る
ん
で
忘
れ
ん
で
な
大
作
戦
」
の
展
示 

s
す
さ
い
連
の
お
ど
り 

▲中央が実盛さん 
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九
月
は
老
人
週
間
。
そ
こ
で
百
歳
以

上
の
人
を
取
材
し
よ
う
と
お
訪
ね
し
ま

し
た
。
素
敵
に
年
を
重
ね
て
元
気
な
人

も
多
く
、楽
し
い
取
材
で
し
た
。
印
象
に

残
っ
た
の
は
、百
歳
過
ぎ
て
も
な
お
子
ど

も（
と
い
っ
て
も
結
構
な
お
歳
）に
「
し
っ

か
り
せ
ん
と
」
と
叱
咤
し
て
い
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
。
百
歳
に
な
っ
て
も
な
お
衰
え
な

い
母
の
愛
情
パ
ワ
ー
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
パ
ワ
ー
と
言
え
ば
台
風
十
四
号
の
通

過
の
翌
日
、被
害
を
調
べ
る
た
め
巡
回
し

て
い
る
時
、果
物
大
好
き
の
私
の
目
に
付

い
た
の
は
木
が
折
れ
、桃
、梨
、栗
や
柿
の

落
下
。
台
風
の
パ
ワ
ー
に
驚
き
、自
然
は

も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
す
る
も
の
だ
と
い

や
な
感
心
を
し
ま
し
た
。　（
え
む
・
テ
ィ
） 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,619人（－１０）　 

21,831人（＋６）　 

23,788人（－１６）　 

15,832世帯（＋２０） 

（9月1日現在） 

（　）は8月１日との差 

赤
磐
市
女
性
の
会
設
立
総
会 

勾
玉
作
り
講
座
開
催 

　
八
月
二
十
日（
土
）、中
央
公
民
館
で
「
赤
磐
市
男

女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
赤
磐
市
、岡
山
県

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
共
催
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
荒
嶋
龍
一
赤
磐
市
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

の
中
西
美
子
所
長
が
、男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
の
映
画
上
映
会
で
上
映
さ
れ
た
「
ベ
ア
テ
の

贈
り
も
の
〜
私
は
女
性
の
幸
福
を
憲
法
に
書
い
た
〜
」

は
県
下
で
初
め
て
上
映
さ
れ
た
映
画
で
、現
在
八
十
一

歳
に
な
る
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
が
、日
本
の

敗
戦
後
、新
し
い
日
本
国
憲
法
の
草
案
作
成
時
に
「
男

女
平
等
」
の
文
言
を
加
え
た
事
実
が
、戦
後
の
日
本

女
性
の
地
位
向
上
と
権
利
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
強
い
後

ろ
盾
に
な
っ
た
か
な
ど
が
描
か
れ
た
作
品
で
す
。
日
本

女
性
の
幸
せ
を
願
う
ベ
ア
テ
さ
ん
の
情
熱
は
、こ
の
映

画
を
通
じ
て
、参
加
し
た
大
勢
の
人
た
ち
に
感
動
を

与
え
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
八
月
二
十
日（
土
）、山
陽
郷
土
資
料
館
主
催
に

よ
る
勾
玉
作
り
講
座
を
行
い
ま
し
た
。 

　
最
初
に
資
料
館
で
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

本
物
の
勾
玉
を
見
学
し
、イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま

せ
た
後
、中
央
公
民
館
美
術
工
芸
室
で
実
際
に
勾

玉
を
作
り
ま
し
た
。 

　
滑
石
に
孔
を
開
け
て
紙
ヤ
ス
リ
で
磨
い
て
い
き

ま
す
。「
何
で
こ
ん
な
形
な
の
？
」「
昔
は
ど
う
や
っ

て
磨
い
て
た
の
？
」
と
鋭
い
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
勾
玉
を
磨
く
様
子
は
真
剣
そ
の
も
の
。

親
子
で
の
参
加
も
多
く
、子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、大

人
も
夢
中
に
な
っ
て
、親
子
で
夏
休
み
の
思
い
出
作

り
に
な
り
ま
し
た
。 

  

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 

　
八
月
二
十
一
日（
日
）、笹
岡
公
民
館
で「
赤
磐
市
女
性

の
会
設
立
総
会
」（
旧
赤
坂
町
女
性
の
会
、旧
吉
井
町
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
）が
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
荒
嶋

龍
一
赤
磐
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、赤
磐
市
女
性
の
会

会
則
の
承
認
、役
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
事
項
が
終
了
し
、市
長
が
、「
赤
磐
市
政
と
女
性

に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
設
立
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
の
中
で
市
長
は
「
新
市
建
設
計
画
を
基
に
協

調
、市
民
総
参
加
で
住
み
よ
い
赤
磐
市
を
作
り
た
い
。
そ

れ
に
は
女
性
の
力
が
必
要
」
と
話
さ
れ
、参
加
し
た
八
十

人
の
女
性
は
市
政
へ
の
関
心
を
い
っ
そ
う
高
め
ま
し
た
。 

　
会
で
は
、十
八
年
度
か
ら
、市
全
体
へ
広
報
紙
な
ど
で

会
員
募
集
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。〈
敬
称
略
〉 

　
　¡

会
　
長
　
杉
山
順
子（
赤
坂
地
域
） 

　
　¡

副
会
長
　
原
　
保
江（
吉
井
地
域
） 

　
　
　
　
　
　
　
草
野
淑
子（
赤
坂
地
域
） 

 

ま
が
た
ま 

▲親子で勾玉づくり 

▲総会の様子 

s
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
西
所
長 
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備
前
国
分
寺
跡 の 

             

　
備
前
国
分
寺
跡
は
岡
山
市
か
ら

の
玄
関
口
、
馬
屋
に
あ
る
古
代
寺

院
の
跡
で
す
。
現
在
は
段
々
畑
に

な
り
、
秋
に
は
コ
ス
モ
ス
が
満
開

と
な
っ
て
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
が
、
地
中
に
は
八
世
紀

中
頃
に
建
て
ら
れ
た
備
前
国
分
寺

の
建
物
や
そ
こ
で
生
活
し
て
い
た

人
々
の
痕
跡
が
眠
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
分
寺
と
は
、
七
四
一
年
に
聖

武
天
皇
が
出
し
た
命
令
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
官
営
寺
院
で
す
。
当

時
の
社
会
は
、
飢
き
ん
や
大
地
震

な
ど
の
天
変
地
異
、
反
乱
、
外
交

関
係
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
大
変
不

安
定
な
状
況
で
し
た
。
こ
の
社
会

不
安
を
仏
教
の
力
で
鎮
め
る
た
め

に
国
分
寺
は
造
ら
れ
ま
し
た
。
諸

国
に
造
営
さ
れ
た
六
十
八
の
国
分

寺
の
一
つ
が
備
前
国
分
寺
で
す
。 

　
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
備
前
国

分
寺
は
東
西
百
八
十
　
、
南
北
百

九
十
　
以
上
の
広
大
な
面
積
を
も
っ

て
い
る
こ
と
、
南
門
、
中
門
、
金

堂
、
講
堂
が
一
直
線
に
並
び
、
南

東
隅
に
塔
を
配
置
す
る
「
国
分
寺

式
伽
藍
配
置
」
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
ほ
か
に
も
中
門
と
講
堂
を
結
ぶ

回
廊
、
僧
房
、
寺
域
を
囲
む
築
地

塀
な
ど
も
確
認
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
建
物
の
基
礎
し
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
調
査
成
果
か
ら
復
元
で

き
る
建
物
の
規
模
は
い
ず
れ
も
大

き
く
、
立
派
な
格
式
の
あ
る
建
物

で
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

　
仏
教
に
よ
る
鎮
護
国
家
の
一
翼

を
担
っ
た
備
前
国
分
寺
も
創
建
か

ら
四
百
年
近
く
経
っ
た
平
安
時
代

末
頃
に
主
要
な
建
物
は
荒
廃
、あ

る
い
は
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
講
堂
と

こ
れ
に
接
続
す
る
回
廊
の
一
部
は
、

火
災
に
よ
っ
て
焼
け
落
ち
て
い
ま

す
。
回
廊
の
瓦
が
、
焼
け
土
を
覆
っ

て
屋
根
に
葺
か
れ
た
状
態
の
ま
ま

出
土
し
て
お
り
、
激
し
い
火
災
の

様
子
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
室
町
時
代
に
講
堂
は
規
模
を

縮
小
し
て
再
建
さ
れ
ま
す
が
、
他

の
建
物
も
再
建
さ
れ
た
の
か
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
再

建
さ
れ
た
講
堂
も
安
土
桃
山
時
代

に
は
廃
絶
し
て
し
ま
い
、
備
前
国

分
寺
の
痕
跡
を
示
す
も
の
は
失
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
備
前
国
分
寺
跡
か
ら
は
大
量
の

瓦
、
そ
し
て
釘
や
皿
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
さ

れ
る
の
が
、
今
年
度
調
査
で
出
土

し
た
「
常
」
と
い
う
文
字
の
平
安

時
代
中
頃
の
青
銅
製
の
印
鑑
で
す
。

こ
れ
は
公
印
で
は
な
く
私
印
と
考

え
ら
れ
、「
常
」
は
人
名
の
一
部
、

あ
る
い
は
仏
教
用
語
の
「
常
行
」

を
示
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
当

時
の
印
鑑
も
現
在
と
同
様
に
文
書

内
容
の
証
明
と
偽
造
な
ど
の
防
止

の
た
め
に
使
わ
れ
、
古
代
の
文
書

行
政
・
事
務
を
知
る
う
え
で
重
要

な
も
の
で
す
。
官
営
寺
院
と
し
て

造
営
さ
れ
た
備
前
国
分
寺
の
公
的

側
面
を
示
し
て
お
り
、
運
営
の
あ

り
方
を
解
明
す
る
資
料
で
す
。 

　
現
在
、
二
月
ま
で
の
予
定
で
金

堂
を
中
心
に
発
掘
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
作
業
中
見
学
し
て
い
た

だ
け
ま
す
の
で
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
銅
印
を
赤
磐
市
山

陽
郷
土
資
料
館
で
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）  

赤磐市役所 

県道岡山 
吉井線 

至桜が丘 

山陽IC両宮山古墳 

稚媛の里 
観光案内所 

砂
　
川 

備前国分寺跡 

山陽自動車道 

▲空から見た塔調査区 

▲火災によって倒壊した瓦（回廊） 

▲銅印「常」（僧房出土） 

が
ら
ん 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

まちを知りたいシリーズ 
『赤磐市◯◯』ってどこ？ 

老人週間 
国体 
図書館 
郷土の人物 
公民館へ行こう 
暮らしのカレンダー 

4

2

6
10

11
12

16
情報BOX 18
まちのわだい 30

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 
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